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平成２７年度シニアワークプログラム地域事業

Ⅱ事業の概要

１事業の趣旨

（１）背景

少子高齢化の進展、高年齢者を取り巻く厳しい雇用失業情勢、高年齢者の雇用ニ

ーズの多様化等の社会環境の中で、日本経済の活力を維持していくためには、でき

るだけ多くの高年齢者が長年培った知識・経験を生かし、その意欲と能力に応じ、

労働等を通じて社会を支える側に回ることが重要であり、高年齢者が健康で、意欲

と能力がある限り年齢にかかわりなく働き続けることができる「生涯現役社会」を

実現する必要がある。

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律で定める５５歳以上の高年齢者の雇用失

業情勢は、新規求職者数、完全失業率等、近年は回復傾向にあるものの、依然厳し
い状況にある。また、６５歳以上の新規求職者数は近年増加傾向にあり、「生涯現役

社会」を実現するためにも、高年齢者の再就職支援の必要性が強く求められている
ところである。

（２）目的

公共職業安定所（以下「ハローワーク」という｡)、事業主団体、本事業の受託者
が協力し、５５歳以上の就職を希望する高年齢者を対象に、主に短時間雇用を前提
とした技能講習設定、雇用機会確保・就職支援員の配置等、雇用に繋げる一貫した

就職支援を行うことにより､高年齢求職者の雇用の実現に資することを目的とする。

２委託期間

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

Ⅲ事業の内容

事業の内容については、下記１から５のとおりとするが、

ム事業実施要領」についても参照すること。

｢シニアワークプログラ

１シニアワークプログラム地域事業の対象者



ハローワークに求職登録した５５歳以上の高年齢求職者（以下「高年齢求職者」

という。）とする。

２事業の実施方法

シニアワークプログラム地域事業（以下「地域ＳＰ事業」という。）では多様化

する高年齢者の雇用ニーズに応えることを目的に、民間事業者に４に掲げる事業を

委託して実施するものとする。

３実施体制

地域ＳＰ事業受託者、委託者である都道府県労働局（以下「労働局」という。）

及びその他関係団体等の相関図については、別添１のとおり。

なお、当該事業の実施にあたっては、管理責任者（１名）を必ず定めるとともに、

下記４（６）のとおり、実施体制を整備すること。

４委託する事業の内容等

地域ＳＰ事業受託者は、下記４（１０）に示す、達成すべき事項の下、（１）か

ら（９）に掲げる事項を実施する。

（１）業種別事業主団体に対する高年齢者雇用の啓発

事業主団体及び団体傘下の事業主に対し､地域ＳＰ事業の実施効果を含めた高

年齢者の雇用の有効性に関する啓発・広報活動を行い、事業主団体、事業主へ本

事業への参加勧奨を行うこと。

具体的には以下のとおりであること。

①事業主団体に対する啓発

事業主団体を訪問し、高年齢者の雇用についての理解を求めるとともに、地

域ＳＰ事業の趣旨を説明すること。また、団体傘下事業主が参集する会繊にお

いて地域ＳＰ事業に係る啓発活動をする場を設けてもらう等、団体傘下事業主

に対する啓発の機会を設けること。

②個別事業主の訪問による啓発

個別に事業所訪問を行い、地域ＳＰ事業の事業内容を説明し、技能識習修了

後にハローワークが開催する管理選考等における求人の確保等、地域ＳＰ事業

への協力を求めること（下記４（５）①参照)。

（２）企業・高年齢者のニーズ把握及び求人･求職者に対する地域ＳＰ事業の周知･広

報

①企業ニーズ等把握のためのアンケートや必要に応じた事業1三団体・IJjl別企業
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へのヒアリング（聴取項目としては、募集職種、経験の有無、資格・免許、賃

金、仕事内容、事業所の特徴等）の実施・分析や求人・求職者情報により、企

業・高年齢者のニーズ把握を行うこと。

②求人・求職者に対して地域ｓＰ事業の周知･広報を実施するため、周知用の

ポスター、パンフレット等を作成し、関係機関への配付、あるいはポスター

の掲示、パンフレットの配置の依頼を行うとともに、行政機関、事業主団体で

発行する広報誌への掲載等を通じて地域ＳＰ事業のＰＲ活動を行うこと。

なお、広報経費が過大にならないよう留意すること。

（３）技能講習受講希望者に対する導入支援の実施

技能講習受講希望者に対して､適確かつ効果的な就職支援の検討に資するため、

受講申込時に緊要度や対象者の就職ニーズ等を把握することを通じ、以下のとお

り相談や助言等の導入支援を実施すること。

なお、技能講習受講希望者には「受講申込書」（別添２）を記入してもらい、

相談した内容等を「導入支援票」（別添３）に記載すること。

①導入支援を実施する場所については、高年齢求職者の居住地に近い場所で実

施する。

②技能講習受講希望者に対する相談を実施し、緊要度や就労ニーズ等を把握す

る。その際、適性検査やキャリア・コンサルティング（下記４（５）③イ参照）

といった方法も活用する。

③定員の関係等により技能講習受講に至らなかった場合は、別の技能講習を案

内する等、必要な支援を継続する。

④技能講習受講以外の就職支援が必要と思われる者については、

（当該技能講習受講希望者が求職登録するハローワーク。以下、

の旨を伝え、対応を検討する。

ハローワーク

同じ。）にそ

（４）技能講習の実施

技能講習の分野・地域は、高年齢求職者が就職する見込みのある具体的求人を

ハローワークが受理できるかを考慮の上で、労働局が指定する。労働局の方針に

従い、就職率の目標を達成できるよう、講習の具体的内容(座学・実習等)を精査

して詳細を決定すること。

また、講習は、事業主団体等と連携を図りながら実施することとし、詳細は以

下のとおりとすること。
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①講習受講対象者

ア要件

（ｱ）ハローワークに求職登録をした５５歳以上の高年齢求職者であって、

地域ＳＰ受託者へ受講申込書を提出した者であること。

（ｲ）講習受講後は、地域ＳＰ事業受託者又はハローワークの就職支援を希

望する者であること。

（ｳ）地域ＳＰ事業受託者はハローワークにおいて求職登録をした際に発行

されるハローワークカードにより求職登録の有無を確認すること。

（ｴ）ハローワークにおいて求職登録をしていない者については､地域ＳＰ事

業の目的、内容及びハローワークヘの求職登録の必要性を説明し、ハロー

ワークに案内、誘導すること。

なお、高年齢求職者の負担を考慮し、ハローワークヘの求職登録前に導

入支援（上記（３）参照）を実施することも可能とする。

イ講習受講対象者の選定基準

導入支援（上記（３）参照）における相談等により就職意欲の高い者を優

先して受講させることとし、受講者の選定に係る基準をあらかじめ定めてお

くこと。

なお、受講者募集の際に年齢制限を設けることや先着順、抽選等により受

講者を決定することは認められないこと。また、個人情報の引き継ぎについ

ての承諾が得られなかった者の評価が不利に働くことがないよう留意するこ

と（下記５（１）④参照）。

②講習受講対象者の費用負担

講習受講者から受講料、テキスト代及び教材費等の受講に係る経費は徴しな

いこととし、費用は全て地域ＳＰ事業受託者負担とすること。

③講習の実施地域

高年齢者の居住地により近い地域で講習を実施することがのぞましいが、講

習終了後の就職が見込まれる地域での実施など、雇用形態による就職に資する

よう努めること。

具体的な実施市区町村の設定にあたっては、「技能講習設定地域・分野一覧」

（別添４）を例に設定すること。

また、高年齢求職者が一定程度存在する市区町村において講習を実施するよ

う努めること。

④技能講習の内容

ア雇用形態による具体的求人をハローワークが受理可能な分野・内容とし、

具体的には「技能講習設定地域・分野一覧」（別添４）を例に設定すること。
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イ長期・高コストの講習、当該資格取得による就職、又は講習期間内に資格

取得レベルまでの到達が困難な講習（例えば、社会保険労務士、宅地建物取

引責任者、簿記）は原則実施しないこと。

ただし、次の(ｱ)から(ｳ)のいずれにも該当する場合で、当該講習の成果に

より、雇用形態による就職が充分見込める場合は設定可能とする。

（ｱ）当該講習において取得する資格を条件とする､当該講習受講者数以上の

求人を講習設定前にハローワークが受理する目途が立っていること。

（ｲ）受講者に対しては、当該講習により取得した資格が必要な仕事に､雇用

形態（常用又はパート）により就職することを求めること。

（ｳ）当該講習により取得可能な資格について、当該資格取得の為､試験が義

務づけられている場合は、受講者に対し受験を働きかけること。

（ｴ）職場体験の活用については､更なる高コストとならないよう留意するこ

と。

ウ趣味・教養的な内容のものでないこと。

エ高年齢者の体力等、身体的な負担に配慮したものであること。

オ職場体験の活用

（ｱ）技能講習のカリキュラムの一環として組み込まれた職場体験のみ実施

できるものであること。

（ｲ）実施にあたっては､実施場所への移動方法や集合場所の設定に留意する

こと。

力通信教育での実施も認めるが、テキスト配付で終わることなく、必ず受講

者本人が受講していることの確認ができるような仕組みを作ること。また、

通信教育であっても、就職支援についてはその他の講習と同様に実施するこ

と。

⑤技能講習の規模等

ア１講習あたりの受講定員

１講習あたりの定員数は原則１５名とするが、定員に見合う雇用形態の就

職が期待され、かつ、効率的に設定できる場合は、この限りとしない。

また、実施する地域によって定員充足が難しい場合は、より少ない定員設

定も可能とする。

ただし、講習内容や実施地域の求職者数を考慮せず、下記４（１０）①に

定める受講開始者数を達成するためだけに定員が過度に少ない講習や定員が

過度に多い講習を多数設定することは認められないこと。

イ講習時間

１講習あたり概ね４０時間以上とすること。なお、職種又は職業経験によ

り、以下のような場合は講習時間を短縮できるものとする。

け）講習時間が４０時間未満であっても雇用形態による就職が見込まれる



場合

（ｲ）資格取得講習等で法定時間等により講習時間が４０時間に満たない講

習になり得る場合

（ｳ）ブラッシュアップ講習(既に取得している資格に関する技能の学び直し

により就職を目指す講習）を行う場合

ウ講習開講時期

（ｱ）開講時期については､求人の状況等を踏まえ講習修了後に雇用形態によ

る就職が見込める時期とすること。

（ｲ）年間を通じて講習受講希望者に対する受講案内ができるよう､講習が全

く実施されない期間がないよう努めること。

（ｳ）第４四半期の開講にあたっては、技能講習実施状況の報告期限（下記

４（８）③イを参照）までの報告に間に合うよう、講習修了日を設定する

こと。

エ技能講習開催基準の作成

受講定員の充足率が低調な場合に備え、技能講習開催基準を作成し契約

締結時に提案すること。なお、詳細については労働局と調整すること。

オ未充足、低雇用実績の講習の見直し

広報強化等の取組みによっても充足改善の見込みがない講習や低雇用実

績の講習がある場合については(ｱ)から(ｳ)に留意すること。

（ｱ）適宜、技能講習に係るスケジュール・内容の提示を行い、労働局への

事前確認を踏まえて、講習を見直し、再設定を早期に図ること。

（ｲ）特に､年度前半において受講希望者が集まらないことから講習及び低

雇用実績の講習と同一の講習を､年度後半において複数地域で計画してい

るような場合等については､再度､企業及び高年齢求職者のニーズ把握に

努め、技能講習に係る年度後半スケジュール・内容の提示を行い、労働局

への事前確認を踏まえて講習の再設定を早急に行うこと。

（ｳ）平成２７年度は、１講習あたりの定員を原則１５名とするが、仮に定

員充足が当初は多く見込めるものとして､ある講習について定員２０名で

設定した結果､定員充足が著しく低いまま実施している講習があれば､｢充

足率向上のため､上記⑤アで示している原則（１講習あたりの定員１５名）

を踏まえた設定としているか確認し、労働局と調整の上､既講習計画の定

員見直しによる減員、または、講習内容の再設定を行うこと。

⑥補講の取り扱いについて

ア講習期間に欠席した場合の補講（全ての講習に適用）

（ｱ）委託費の対象外であるが、例えば、当年度に実施される同内容の講習

補講対象者を参加させるなど、追加の費用が生じない場合は、実施可能と

する。

６
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（ｲ）追加の費用が発生する場合は、地域ｓＰ事業としての実施は不可とす

るため、講習申込み時点において、対象者に対し、補講が必要になった場

合は受講者負担で行うことを明示しておき､地域ＳＰ事業の枠外で実施す

ること。

また、補講が必要となる要件についても併せて明示すること。

イ修了評価等の試験がある講習（介護職員初任者研修等）において、当該

試験に合格しなかった者に対する補講

（ｱ）受講者個人の努力で左右されるものであり、必要以上の経費と考え

られ委託費の対象外であり、地域ｓＰ事業としては、実施不可とする。

（ｲ）講習申込み時点において､対象者に対し､補講が必要になった場合は、

受講者負担で行うことを明示しておき、地域ＳＰ事業の枠外で実施する

こと。

また、補講が必要となる要件についても併せて明示すること。

⑦講習修了後におけるアンケートの実施

「受講者アンケート」の様式は任意とするが、より効果的・効率的な講習設

定の検討にも活用できるよう､アンケートにおいて問いかける事項については、

例えば、開催時期、カリキュラムの時間、講師及び会場等について有益な事項

を設定すること。

また、技能講習終了後に行った受講者アンケートの結果を基に、以降のより

効果的・効率的な講習設定について検討すること。

（５）技能講習受講者に係る就職支援

①技能講習受講中及び修了後に雇用形態による就職が可能な求人を、技能講習

設定前に地域ＳＰ事業受託者が次により開拓し、技能講習受講者へ提供するこ

と。

アハローワークの既存求人のうち、ハローワーク及び労働局の協力のもと今

後採用見込みのある企業の求人等、技能講習受講者が就職可能なものを地域

ＳＰ事業受託者が分析し、当該求人事業主に対し技能講習受講者の採用可能

性について働きかけを行う（職業紹介はハローワークが実施）。

イ設定する技能講習に関連する求人を地域ＳＰ事業受託者が開拓しハローワ

ークに情報提供（ハローワークが求人受理）する。

②ハローワークが実施する管理選考への協力

技能講習を修了した受講者全てを対象とした講習ごとの管理選考（求職者・

求人者間の面接の機会を提供し、職業紹介を行うもの。以下同じ｡）をハローワ

ークが開催することとしているが、開催にあたってはハローワークとの連絡調
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整や選考会場の選定等、以下について地域ｓＰ事業受託者が行うこと。

ア上記①等の活動を通じ、管理選考への参加を事業主に働きかける。

イ設定した技能講習ごとの管理選考開催に向け、開始者数、修了見込者数、

受講者名簿及び修了見込者用に準備した求人情報等を委託者である労働局及

び管理選考を実施するハローワークヘ随時報告する。

なお､労働局経由にて上記事項をハローワークヘ報告することも可能とする。

ウ管理選考参加事業主の求人情報を事前に技能講習受講者へ手交する等、管

理選考への参加を働きかける。

エ技能講習終了後に行った受講者アンケートの結果を基に、以降の講習設定

の方法を検討する。（上記４（４）⑦参照）

オ技能講習最終日に管理選考を実施する等、受講者が参加しやすいよう技能

講習カリキュラムを工夫したり、選考会場選定をしたりするにあたってハロ

ーワークと調整を行う。

③技能講習修了者について、雇用形態による就職が確認できるまで、次の就職

支援を続ける（以下「フォローアップ」という。）。

ア上記①等による求人情報の提供

求人情報の提供だけではなく、求人情報の提供後、技能講習修了者に対し

て連絡を行い、当該求人情報の詳細等について説明する。また、応募状況を

確認し、確認を行った時点において応募をしていない場合は、応募の希望の

有無について確認する。その際、応募を希望するのであれば、ハローワーク

゛にて職業紹介を受けるよう働きかけること。

イキャリア・コンサルタント等による就職支援

高年齢求職者の希望を十分に聴取した上で次のような支援を行う。

（ｱ）求職活動にあたっての心構えの確立や不安の解消

（ｲ）就職に係る希望、ニーズの詳細な把握

｡）これまでの職務経歴の棚卸しの支援

（ｴ）履歴書・職務経歴書の作成指導

け）支援対象者のニーズにあった求人の選定･提示と応募する求人の決定を

支援

（力）応募先企業に関する情報の収集方法の教示

（ｷ）特定の求人に応募するための履歴書・職務経歴書の修正の個別添削

（ｸ）高年齢求職者の履歴書・職務経歴書（氏名・連絡先を伏せたもの）を用

い、自ら個別求人開拓を実施

（ｹ）高年齢求職者が採用を希望する求人者に対し､当該高年齢求職者の履歴

書・職務経歴書も活用しての採用依頼

（.）高年齢求職者がハローワーク求人以外から応募を希望する求人を見つ

けた場合は、当該求人者に対し、当該高年齢求職者の履歴書・職務経歴
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書も活用して求人開拓及び採用依頼を実施

け）特定の求人に応募するための模擬面接

（ｼ）応募・面接が不調に終わった場合の理由の特定と今後の対応の検討

ウ雇用状況の把握

技能講習修了者に対し、求人情報の提供等、上記アからウまでのフォロー

アップを随時行う中で、最低でも１ヶ月ごとに雇用状況を確認すること。

また、雇用状況の確認にあたっては、「平成２７年度シニアワークプログ

ラム技能講習修了者の雇用状況確認事項」（別添５）の項目を就職支援の過

程で把握する。面談による就職支援が行えない場合は、電話、ハガキ等によ

り確認すること。

エフォローアップ状況の管理

フォローアップにあたっては、技能講習修了者ごとにフォローアップの状

況、就職したか否か、また、就職年月日等の雇用状況を記録し、一覧表にし

ておくこと。

当該データの様式については、「受講申込・導入支援・フォローアップー

覧表」（別添６）のとおりとし、平成２８年３月３１日までに労働局へ報告

すること（下記４（８）①エ、③エを参照）。

(６））事業実施に必要な体制の整備

地域ＳＰ事業受託者は、技能講習を円滑に実施し、地域における就職支援を効

果的に行うために、地域の高年齢者の雇用動向等に係る専門的な知識を有する次

に掲げる者を配置する。

特に、雇用形態による就職を促進するため、導入支援及びフォローアップを行

う体制について、重点的に整備すること。

なお、事業実施に支障のない限り、①と②の兼務を可能とする。

①管理責任者

ア地域ＳＰ事業の管理・運営に係る責任者として、地域ＳＰ事業全体に係る

労働局、ハローワーク等、関係機関との調整業務

イ次の②から④に掲げる者が行う業務の総括的管理

②シニアワークプログラム事業推進員の配置

ア高年齢者活用啓発の実施、

イ高齢者･企業ニーズの把握及び求人･求職者に対する地域ＳＰ事業の周知・

広報

ウ技能講習の企画

エ講習修了後の受講者アンケートの集計・分析

オその他、地域ｓＰ事業の実施に必要な業務
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③シニアワークプログラム事業推進補助員

シニアワークプログラム事業推進員を補助する業務を行うほか、以下の業務

を行う。

ア導入支援の実施

イフォローアップの実施

ウ技能講習の実施

エ講習修了後の受講者アンケートの作成・実施

オ管理選考への協力

力その他、地域ＳＰ事業の実施に必要な業務

④雇用機会確保・就職支援員の配置

ア主に受講者の求職ニーズにあった就職支援、求人開拓等を行う。（上記４

（５）①、③参照）

イその他、地域ｓＰ事業の実施に必要な業務。

なお、雇用機会確保・就職支援員が開拓した求人内容やハローワークから

提供のあった求人内容等については、活動記録と併せて記録しておくこと。

記録様式等については、別途、労働局から指示すること。

実態調査事業受託者に対する協力

実態調査事業受託者が行う調査等に協力すること。

(７）

①地域ＳＰ事業の実施状況等に関する全国集計・分析への協力

下記４（８）のとおり、実施状況等について、実態調査事業受託者へ報告す

ること。

②好事例等の提供

実態調査事業受託者が行う、地域ＳＰ事業の効果的な実施に資する好事例や

改善すべき事項のある事例の収集、事例集の作成にあたり、資料の提供を行う

こと。また、現地での実施状況把握のための実態調査に協力すること。

③連絡会議（年２回）への参加

実態調査事業受託者が東京都内で実施する連絡会議へ参加すること。

場所等は追って実態調査事業受託者から連絡するが、参加者数は原則１名と

すること。

会議の内容は主に、地域ｓＰ事業受託者に対する実態調査結果のフィードバ

ック、地域ＳＰ事業受託者の課題、好事例発表、意見交換とする。

なお、上記連絡会議への参加費用は、全て地域ｓＰ事業委託費にてまかなう

こととする。
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）実施状況等報告

以下により労働局及び実態調査事業受託者に対し報告を行うこと。(①アは実態調

査事業受託者に対してのみ報告を行い､①エ(ｲ)については、労働局に対してのみ報

告を行うこと｡）

(８）

①報告内容

以下のアからエまでについて報告すること。

なお、アからエまでの他、より詳細な事業実績等、労働局及び実態調査事業

受託者から報告を求められた場合は対応すること。

ア技能講習計画一覧表

イ技能講習実施状況

講習実施地域、分野、講習名、定員、講習開始者数.修了者数、管理選考

参加者数等

ウ雇用状況

（ｱ）次のａ及びｂの時点におけるｃ及びｄｏ

ａ各講習修了後から平成２８年３月（報告期限まで可能な限り）までに

随時把握した雇用者数

ｂ講習修了後３ケ月経過時点(平成２７年１２月から平成２８年３月ま

での間に講習を修了した場合は報告期限まで可能な限り。以下同じ）の

雇用者数

ｃ講習ごとの就業形態別雇用者数

．年齢別の就業形態別雇用者数

エ受講申込・導入支援・フォローアップ状況

（ｱ）導入支援、就職支援（フォローアップ）における相談実施者数、事業所

訪問件数、求人情報等の情報提供回数等

（ｲ）受講者ごとの受講講習名、技能講習開始日、希望する仕事、希望就業形

態、緊要度、管理選考参加の有無、フォローアップ内容、結果等

②雇用実績をカウントするにあたっての留意事項

・講習受講前後において雇用形態が変わらない場合は、原則、雇用実績にカウ

ントしないこととする。

例えば、Ａ社に直接雇用されている者が講習を受講し、受講後も同様、Ａ社

に直接雇用される続ける場合は雇用実績にカウントしない。雇用実績にカウン

トする者か否かの具体的な確認方法は以下、アからエのとおりとする。

その他、詳細は「実績カウント整理表」（別添７）及び「日本産業標準分類

第１３回改定大・中分類項目」（別添８）を参照とすること。

(雇用実績にカウントする者か否かの確認方法）
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受講申込前の雇用状況を「受講申込書」（別添２）に記載する。

アで記載した内容を、「受講申込・導入支援・フォローアップ一覧表」（別

添６）の「受講前の雇用状況」欄（Ｐ５）へ記載（転記）する。

毎月の雇用状況の確認により、「受講申込・導入支援・フォローアップー

覧表」（別添６）の「結果」欄（Ｐ６）を記載。

イの「受講前の雇用状況」欄とウの「結果」欄を突合し、「実績カウント

整理表」にある、実績としてカウントしない者を確認し、実績から除く。

ア
イ

ウ

エ

③報告期限

ア技能講習計画一覧表について

平成２７年４月１０日までに実態調査事業受託者に報告すること。

イ技能講習実施状況について

毎月の技能講習実施状況について翌月１０日（平成２８年３月分の報告に

ついては平成２８年３月１５日）までに報告すること。

ウ雇用状況について

①ウ(ｱ)ａについては、上記①イとあわせて翌月１０日（平成２８年３月

分の報告については平成２８年３月１５日）までに報告すること。

①ウ(アルについては､講習修了日の属する月の３ヶ月経過後の翌月末まで

に報告すること。

ただし、平成２７年１１月から平成２８年３月までに修了した講習修了者

の講習修了後の雇用状況については、いずれも平成２８年３月１５日までに

報告すること。

エ受講申込・導入支援・フォローアップ状況について

①エ(ｱ)については、上記①イとあわせて翌月１０日（平成２８年３月分の

報告については平成２８年３月１５日）までに報告すること。

①（ｲ)については、平成２８年３月１５日までに労働局へ報告すること。

なお、仕事、職種については、「職業分類表厚生労働省平成２４年３月

改訂」（別添９）の小分類を参照して記入することとし、産業分類については

「日本産業標準分類第１３回改定大・中分類項目」（別添８）を参照とするこ

と。

④報告様式及び報告方法

①アからウ及びエ(ｱ)までについては、実態調査事業受託者が作成し通知す

ること。

①エ(ｲ)については、「受講申込・導入支援６フォローアップー覧表」（別添

６）のとおりとするが、氏名、フリガナ、生年月日、郵便番号、住所、電話番

号、ＦＡＸ番号、形態番号、E-mail、ハローワークカード（発行年月日、求職番

号）は地域ｓＰ事業受託者が削除すること。
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⑤④の報告様式の用語の定義

④の報告様式にある就業形態等の定義は以下のとおり。

ア常用

雇用契約において雇用期間の定めがないか又は４ヶ月以上の雇用期間が定

められているものをいう。

イ臨時

雇用契約において１ヶ月以上４ヶ月未満の雇用期間が定められているもの

をいう。

ウ日雇

日々雇用の仕事及び１ヶ月未満の雇用期間が定められているものをいう。

エパート

１週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用されている通常の労働者の１

週間の所定労働時間に比し短いものをいう。

オ就業

雇用契約以外で仕事をすること（有償ボランティアを含まない）

力自営（起業）

個人経営の事業を営んでいるものをいう。

キ修了者

講習時間数の８割以上を終えたものをいう。

ク途中修了者

講習開始者数から修了者を除いたものをいう。

（９）シニアワークプログラム検討推進委員会への報告

地域ＳＰ事業受託者は、労働局が半年に一度開催するシニアワークプログラム

検討推進委員会（以下「委員会」という。）において、実施状況及び実施状況を

踏まえた今後の活動方針について報告を行うこと。報告する実施状況の具体的内

容は、以下とおりとすること。

また、委員会の指摘については、迅速に対応することとし、対応方法について

具体的に記載した「シニアワークプログラム検討推進委員会指摘対応報告」（様

式任意）を作成し、委員会終了後速やかに労働局に提出すること。

なお、事業)の実施状況について報告すべき事項等が生じた場合には、委員会開

催にこだわることなく、労働局と調整すること。

①第１回（地域ＳＰ事業委託契約締結後、速やかに開催予定）

ア年間計画（年度当初及び年度途中で変更がある場合）

講習設定地域（市区町村)、講習定員、講習期間、講習内容及び管理選考（受

託者が希望する実施時期等）について記載した年間計画について報告するこ

と。
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なお、第２回においても、計画の変更等が生じた場合は報告すること。

講習受講者の選定基準

技能講習開催基準

イ
ウ

②第２回

ア講習ごとの実績（定員充足状況、講習開始・修了者数、雇用者数）

雇用者数については、「常用（常用のうち、パート）」「臨時（臨時のう

ち、パート）」「日雇」雇用形態別に報告すること。

イ以下のいずれかに該当する雇用形態での就職実績が低調な講習についての

原因特定

（ｱ）就職者数が少ない講習

（ｲ）就職が望みにくい分野の講習

（ｳ）講習修了者に対する求人開拓が不十分、管理選考が未実施の講習

（ｴ）就職率は高いが、内訳の大半が「臨時」「日雇」である講習

ウ導入支援の実施状況及び効果

エ未就職者数及び当該未就職者に対するフォローアップ内容

オ受講者１人あたりの単価（講習経費／講習開始者数）が高い講習について

就職先（職種等）と講習内容の関連性

力必要に応じ労働局が指示する事項

(１０）事業実施にあたって達成すべき事項

①技能講習開始者数

技能講習の受講開始者については、６２０人以上とする。

②就職率

平成２７年度に修了した技能講習について、平成２７年度就職率（「臨時」

「日雇」含む）の目標は４８．０％とし、年間を通じて技能講習の実施、管理

選考及び就職支援に取り組み、高年齢求職者の再就職支援を行い、就職率の向

上に努めることとする。

なお、目標となる就職率は直近２ケ年度（平成２４年度・平成２５年度）の

実績を参考に決定している。

５事業実施における留意事項

（１）個人情報等の取扱い

①本事業において、把握した個人情報については、個人情報の保護に関する法
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律（平成１５年法律第５７号）等の適用を受けるものであるため、取扱いに当

たっては、漏えい、滅失又はき損の防止その他の保有個人情報の適正な管理に

努め、その内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならな

い。

②対象高年齢者の情報を始め、取得した求人・求職情報等、当該事業で知り得

たいかなる情報も全て委託者に帰属するものとし、事業終了時点において、平

成２８年３月３１日までに、全ての情報を受託者において破棄又は消去するこ

と。

ただし、経理関係の個人情報が記載された資料等は、契約完了の属する年度

の終了後５年間保存するものとする。

③地域ｓＰ事業受託者は、本事業実施において必要な場合を除き、入手した情

報の全部又は－部の複写複製を行ってはならない。

④Ⅲ４（８）①ウ(ｱ)において、講習終了後３ケ月経過時点の雇用状況の報告を

求めていることから、平成２７年１２月から平成２８年３月までに技能講習が

修了する者のうち平成２８年３月３１日までに雇用形態による就職をしなかっ

た者については、次年度に受託者が変更した際には個人`情報が引き継ぎ対象に

なる旨、受講申込時に受講希望者本人に承諾を得ておくこととする。

また､雇用状況を把握するために必要な対象高年齢求職者の情報を次年度の

受託者に引き継ぐ（労働局経由。以下同じ。）場合は、雇用状況を把握するた

めに必要な「受講者リスト」（別添１０）及び本人承諾の記載のある受講申込

書を引き継ぐものとする。

⑤労働局及びハローワークにおいて把握した対象高年齢求職者の雇用状況等

の情報を、就職支援のために必要に応じて受託者と共有することについて、受

講希望者本人に承諾を得ておくこと。

（２）地域ＳＰ事業関係資料の保存

企業・高年齢者のニーズ把握、委員会への報告資料に関するデータ等、地域Ｓ

Ｐ事業の準備及び実施に要した資料、委託費の支出等経理に関する資料等は、委

託事業関連書類として、当該年度の地域ＳＰ事業終了後、受託者において５年間

保存すること。

（３）安全衛生

地域ＳＰ事業に参加中及び通所途上の事故の防止のための配慮に加え、事故に

備えた保険加入をする等､技能講習受講者の安全衛生について十分配慮すること。
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（４）事業の再委託

地域ＳＰ事業について、全部を一括して再委託することは認められない。

ただし、地域ＳＰ事業の一部について、再委託する範囲及び合理的な理由・必

要性が認められる場合は、労働局の承認を得て、再委託可能なものとする。

（５）委託契約額の減額

技能講習開始者数が目標数を下回った場合は、委託契約額を年間技能講習開始

者目標数（６２０人）で除した金額に、６２０人と最終受講開始者数の差を乗じ

た金額を減額する。

実施計画書の作成等

１実施計画書等の内容

以下の資料を正、畠'１１部ずつ契約候補者決定後１０日以内（あるいは３月３１日ま

での早い時期）に提出すること。

Ⅳ

（１）実施計画書

以下の①から⑦の順に記載すること。

①地域ｓＰ事業実施スケジュール

地域ＳＰ事業全体の年間スケジュールを、任意様式にて示すこと。

②地域ｓＰ事業を行うに当たっての基本的な考え方等

地域ｓＰ事業の趣旨･目的に関する理解､高年齢者に係る労働市場状況を踏ま

えた計画全体の基本的な考え方、事業者としての特徴、地域ｓＰ事業を実施す

るうえで高年齢者に対しての配慮すべき事項等、具体的な事業の目標数値（技

能講習開始者数及び就職率）を記載すること。

③地域ｓＰ事業の内容

上記Ⅲ４の項目毎に以下のアからウに留意しながら具体的かつ定量的に記載

すること。

ア導入支援

導入支援の体制、場所、方法等を具体的に記載するとともに、見込んでい

る対象者数、相談件数を必ず記載すること。

イ技能講習

年度当初に計画した技能講習について、年度初期の実績不良等の事情があ

った場合には年度途中において見直す旨を記載し、どのような場合にどのよ

うな方法で見直すのかを具体的に記載すること。
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また、以下の資料を作成のうえ添付すること。

(ｱ）技能講習設定地域・分野一覧表

「技能講習設定地域・分野一覧表」（別添４）に基づき、技能講習を設

定する市区町村・分野ごとの定員を検討し、「様式１」を作成し、添付す

ること。

(ｲ）技能講習計画一覧表

計画する全ての技能講習について、「様式２」に講習ごとに番号を付与

し(全国集計の都合から上２桁は県番号、下３桁は一連番号とする。）一覧

表にまとめ、添付すること。

け）技能講習企画票(個票）

計画する全ての技能講習について、「様式３」に記載し、添付すること。

技能講習受講者に対する就職支援

(ｱ）ハローワークが実施する管理選考への協力については､管理選考につい

ての事業主への働きかけやハローワークとの調整について具体的な方法

を記載すること。また、管理選考の開催希望地域、開催希望回数及び各技

能講習との関連性についての考え方、求人開拓の方法等を記載すること。

その他技能講習修了者と事業者とのマッチングについて､特に考慮した点

があれば記載すること。

併せて、地域ＳＰ事業受託者が開催を希望する管理選考の時期等につ

いて「様式４」に一覧表にまとめ、添付すること。

（ｲ）技能講習修了者に対するフォローアップについては、その体制、場所、

方法等を具体的に記載すること。

また、見込んでいる対象者数、フォローアップ件数等についても記載

すること。フォローアップ件数は以下の項目ごとに記載することとする。

ａ事業所訪問件数（求人開拓、採用及び管理選考参加の働きかけ）

ｂ求人情報等の情報提供回数（講習修了者に対する求人情報等の提

供）

ｃ就職支援講座（自己分析のための講習）の受講者数

．キャリア・コンサルタント等による専門的な相談件数

ウ

｡）雇用機会確保・就職支援員の他、キャリア・コンサルタントを活用し

て謝金を払うことを予定している場合は、当該キャリア・コンサルタン

トが行う業務について具体的に記載すること。

関係機関との連携･協力体制

ハローワーク及び各都道府県労働局、事業主団体、地方自治体、その他地域

④

の関係機関との連携体制･内容について記載すること＝

⑤情報管理体制（情報公開・守秘義務・個人情報等）を記載すること。
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⑥安全衛生

上記Ⅲ５（３）における、技能講習受講者の安全衛生に配慮した講習実施方

法、事故発生時の対応方法について記載すること。

⑦その他記載に当たっての留意事項

記載内容を補足する添付資料等がある場合は、適宜添付すること。

また、事業の一部を再委託する場合は、再委託する事業内容及び理由・必要

性について記載すること。

添付資料(必須のもの）

①技能講習設定地域・分野一覧表（様式１）

②技能講習計画一覧表（様式２）

③技能講習企画票(個票）（様式３）

④管理選考一覧表（地域ＳＰ事業受託者が希望する時期等）（様式４）

⑤技能講習開催基準

⑥実施体制に関する資料

ア地域ｓＰ事業を実施するために必要となる組織体制について、常勤・非常

勤の別や担当業務を含め可能な限り詳細に記載すること。

なお、地域ＳＰ事業に従事する者について、本事業に関連する資格等があ

る場合は、資格の名称及び実務経験年数等を記載すること。

イ地域ＳＰ事業を実施するための使用施設に関する資料

使用施設の名称、住所及び見取り図を記載すること。

⑦経費見積書（様式５）

ア経費区分（管理費（人件費、管理諸費）、事業費、消費税）ごとに所要経

費を積算し、積算根拠とともに円単位で記載すること。テキスト等の教材費

は委託費から支出するものとする。

なお、対象経費については、別添１１に定めるものとする。

イ事業の一部を再委託する場合は、再委託先に支払う経費が明らかになるよ

うに記載すること。

ウキャリア・コンサルタントを活用する場合は、謝金の日額が分かるように

記載し、月給制の場合はひと月の稼働日数も記載すること。

エ経費見積書における記載金額は円単位とする。

(２）

その他

平成２７年度予算が平成２７年４月１日までに成立しなかった場合には、事業の

内容について、別途協議する。

Ｖ
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別添１

シニアワークプログラム事業相関図

都道府県労働局(委託者） 実態調査事業受託者

○シニアワークプログラム検罰推進委員会の開催 ○地域ＳＰ事業に係る効率的な事業運営に資するための
調査
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Ｈ

Ｕ
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･協力要蘭

･協力（管理選考）
･協力婁爾 協力

業種別事業主団体等 公共職業安定所

○技能講習希望者に対する受講前の

求職登録及び職業相談

○求人求職情報の提供

○管理選考の実施

○雇用機会確保・就職支援員等との連携

○技能講習（職場体験を含む）の参加勧奨

○傘下企業への管理選考参加呼びかけ



(別添２）
’

受講申込薑
シニアワークプログラム地域事業受詑者ｏＯＯＯ様

ＰⅡ_＝

(注１）各国璽の定璽

｢嵩用」・・・胚用契約において屈用期間の定めがないか叉は４ヶ月以上のl匝用期間が定められているもの．
｢臨時」・・・面用契約において１ヶ月以上４ヶ月宋璽、可用期間が定められているもの．
｢日厄」・・・白々歴用のせ＄及び１ケ目未濁の困用血圏が塵ぬられているもの．
｢パート」・・・１週間の所定労働時間が同一の恵業宮に函用されている通電の労働者の１週間の所定9t１曲時間に比し短いもの．
｢就麹・・・面用契約以外で仕駆をすること（有償ボランティアを含まない）
｢自営（起業）」・・・個人経宮の取業を営んでいるもの．

（注２）申込のきっかけ棚は、本恵業を最初にどこで知っlEかをお答えください．「１．ハローワークの紹加は、ハロー
ワークの指導によって本惠業を知つだことで或ハローワークに車歴登録し庭ごとではありませ…

※は管理者妃入、（※）内はI司業分麺を紀入

個人個誕の取り扱いについては、「個人個報保璽方針」を○・○〔受既者名）ホームページ等でE璽認ください．
なお、固人l育報については、鎌69支擾等のため、本恵業の姿U忍者である厚生艶j囲省ＯＯ労働局及びハローワークにおいて使

用することがありますので、予めご了承ください．
まだ、００労価2局及びハローワークにおいて把廻した個人個報について、本、業に詞ける就臨l支H2のにめ、受既者と共有す

ることがありますので併せてご了承ください．・
箪召受麹後の就鼠状況のF匿麗のだめ､平成2B年度にジニアワークプログラム地域夢璽の受託者が麺f亜上なつだ闇には、上

記太枠uU所について、本願業の委託者である○Ｏ労働局を経由して新たな受屍害に目Iき継ぐ蝿合があります６
上妃の取り扱いに関して同窓Ｗごだけましたら、次のご理＝畑I表白鰡廟I,ｌまず、

平成○年○月○日

【お問い合わせ・連絡先】受屍者名：ＣＯＯ住所：０００毎N青蕃弓：ＯＯＯＦＡＸ：０００

厩三百百一雨一三一~百一百ラー雇壼燕1￣￣￣~ヨ

原颪扇曹茗￣－－￣ﾃーヨ
ゾロノエ」ノ
ロ■￣■■－－－－□---￣￣￣－－－－■■の－－￣■

氏名
性別 男｡女

生年月曰 昭和年月日 年齢 窟

住所
Ｔ－

Eメールアドレス

連絡先 電賭 FＡＸ 癖’

ハローワークカード

喧行年月日

求圃雪号

平成年月曰

ＦＦＦｎコ－ＦF1￣戸￣ＦＦＲ

晏騨前の雇用・就業状況
（注１）

～■丙司■－－■

P●●￣●￣￣■■￣￣￣■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣･￣●￣ｃｃ■￣￣｡￣￣￣■￣￣￣￣￣■■￣ゴー￣－￣'■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■－=-ﾛ正＝--＝＝ニニーニー

在H8l中の混合：１．屈用

(１）（常用（パート〃(－トでない）、臨時（パート〃Ｔ－トでない）、日匝、〕
(２）（シルバー人材センターでの派i目、シルパミ人材センター以外での派遣）

2．就黛Ｇノルパー人材センターでの就2i:、その他就鐘ｑ､PC等））
３．自営（起集）
※１．（１）は必須肥晒．１．（２）は該当する埋合のみⅡB月間する。

唖在鼓冠中の会社（団体〕名

厨房保瞳竪蛉 百・漏

年全弓蟹
百・禰

有の蝿合：１－国民年金 2．厚生年金ａ共済年金

軽醸した主江仕uｒ

１

(※）

２

(※〕

３

(蕊）

免SIP・資格
1．百通目EDLp免許２．ホームヘルパー（２１魁）３．保商士４．教員

５．薄uB・I竪理６．１鰯p皿理技術者７．その他（）

希望する辻＄

１

(※）

２．

(※）

３

(※）

0万円未満ａ １０万円～１

F藏莇霜i鏑一一ョ
霜田勤務航

1．時～時２．１曰爵凹猩度３

１ ２．

希望就篭形邇

1．屈用

(１）（諾用（パートノパートでない）、臨時（パートノパートでない）、日屈）
(２）（シルバー人材センターでの派3回、シルバー人材センター以外での涙廼〕
２．就業

３．自営（起業）
※１．（１〕は必須BB8mbl．（２〕は睡当する廻含｡､み配唾する．

申込のきっかけ

(注２）

１．ハローワークの認ﾌﾟＴ２．新聞広告をみて３．シルバー人材センターで知っだ

４．その他（）

申込の動璽

令後の予定

緊雲度塞

１．早窟なR[I:l否霜認２．早急な臨時・日屈等での就日８１を希望３．就醐は急いでいない

４．戟篭客轄圏５．いすｍ就駈を希望ｅ、自営瞳業）を希望

７．その他（）



(別添Ｓ）

導入支援票

個別相戯の内容には、椙戯内容だけでなく、求人何報の提供や電話等によるフォローアップ等、当咳高年齢求職音に対する就嗣支
援の経過がわかるようにEBq1iすること。また、妃戦禍が不足する俎合は、喫面に妃入するＥ迄

（注２）各用魔の定銭

「繕用」・・・団用契約において厨用期間の定めがないか叉は４ヶ月以上の囮用期間が定められているもの。
「眼時」・・・団用契約において１ヶ月以上４ヶ月末滴の囮用期間が定められているもの。
「日､１１．．．日何屈用の仕率及び１ヶ月未満の屈用期間が定められているもの。
「パート」・・・１週間の所定労働時間が同一の＄業曾に冠用されている通捲の労働音の１週間の所定労働時間に比し短いもの。
「就業」・・・冠用契約以外で仕事をすること（有償ボランティアを含まない）
「自営（起業）」・・・個人経営の車業を営んでいるもの。

（）内は職業分類を肥入

(注１）

里塾里壷弓

し

固別担麟の内容

(注１）

年月日

／

／

／

／

／

／

内容

Ｆ￣ﾛ■￣■￣￣■■￣￣Ｃ－－－－Ｕ■U■U■－￣￣￣￣￣Ⅱ■1■￣￣￣￣￣－－￣‐￣￣￣－￣－－－■－－－－－－－－－－－.■－－ロー￣｡~=＝~=＿－－｢－－Ｌ_
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P￣■■■■■■■■＝￣■■￣￣●｡￣￣￣￣■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ヰー■■￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■■■■■■■■■■■￣■■＝■■￣■■￣牢一一■■￣￣￣￣￣■--‐二-1■■

適性検査

受検

有。無

ＢＴ玩8

就華害糎題座

受講

有・癖

受講年月日

平成年月日

:留日5笑

按熊騒習

￣ 時間数 ､受麗年月日 修了年月日

有．無 時間 平風年月日 平Hｇ年月日

麺悪名

求人職駈

１

（）

２．

（）

ａ

（）

笹H里謎妻会等

参加

有。無

参力､年月日

平成年月日

而嬢会の1,類

邇厘趣害会・合同而檸会

フォローアップ
１．ハローワークでの求職活動２．技Hg:､晋（再爾習）３．錘鍾頓Bｈ

４．就職支援露座等５．その他〔）

結果
(注２）

就薗・就業年月日 平成年月日 就!；I・就業先駆業所名

I葹露罵言一
－－￣￣￣－－ ■-ﾛ

iiiH2i騨鰯i圏蕊蘭蕊謡 扣花ｴｺ咽､』泉理h刊uロム柿PI出亘２託械H宙二浜口lFd4t卍呂１ iili露Ｉ 曙ZuiP宝､l甘』：佃汀9.mu哨匹、四h掴｣椰呰日出、H1田pRSLHL戟蒟力凹ﾛｦﾕｮ

譜用（パートノパートでない）

（ ’ ）

臨時（パートノパートでない）

（）

日圃

（）

※派週形態に該当する鰯合のみ、上醜趣視（必須）に加えHB3ii

シルバー人材センターでの派j画

（）

シルバー人材センター以外での派i圏

（）

塵醗輯垣H圃悪15譲蕊切鵲i1霧驫!;露譲瞬蕊溺 ､濁思､認懇騒騒鰯mEHi霧霊譲譲蕊露露､藤Ｉ 畷期li鍵i騨撒擢謹鍵閣璽ii錐鯛醸灘]ii1鐸躍蕊

就業先団体名等

（ ）

騒騒酒i霧蕊i蕊i臘艤蕊;蕊蕊露i鰯鰄 霧鱸iii;鰄繍鰯蕊蕊j蕊蕊i鰄艤１ 攪議鱸灘鱸籔i蕊i蕊i識灘蕊霧

（〕



導入支援票（続き）

年月曰 ､内容

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

ノ

／

／・

／

／

／

／

Ⅱ■■■￣￣￣￣■■￣■■￣■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■￣￣￣￣■■‐■■■■￣■■￣￣■■￣￣●￣￣￣￣ロロ●￣●￣●■'■■￣－Ｃ■■■■■－U■－■■■■■■■■■■■■－■■■■■■－■■■■■■■■■■■■－■■■■－Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■'■■■■■■■■■■￣■､■■￣￣￣￣の｡＝エーー

■の･･●￣･･●●●■■●■｡■●￣■■＝■■■■■■■■■■￣￣■■Ⅱ■■■■￣■■■■●｡￣￣￣￣￣｡￣￣￣￣￣￣●￣￣￣￣￣■■￣￣￣－■■■－￣■■■■■ぜ⑰■■■■￣■■￣■■￣□■■■■■□□l■■■■■■■■■■■■－－■￣￣￣＝。‐￣￣＝ｐ＝＝

■￣￣￣￣の￣￣￣￣⑤■￣□●●●￣￣■●･■D￣●●￣■－－￣■￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■￣￣●￣￣●￣￣￣￣￣･￣･￣｡●⑥￣￣U■￣■￣￣￣■￣●●ご●￣￣●￣￣｡￣￣￣■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■￣￣か｡￣

l■■￣■■｡~‐■■■■■￣。■●￣●￣￣￣●￣￣の￣｡●￣●￣￣￣￣■■－－－－－－－■■■■■■■■■■■■－－－.■D■■￣一・￣￣￣￣￣￣｡●●●■■￣￣￣￣･･･●￣￣●●●￣●￣￣￣￣●￣￣'■D■￣￣￣■■■■■■－－■■－－■■－■■■■■■￣

■●￣■ＣＣＣＣＣＣ￣●●￣■￣￣■￣￣￣￣■■■■￣■■■■￣■■■■￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣ＣＱ￣￣￣￣－－￣￣●■■■■■－■■■■■■■■■■－■■－■■■■■■■■■■■■－■■■■￣￣'■b￣■■■■■■'■D■■■■■■■■■￣￣￣￣□￣￣￣￣可一一■■＿_

の｡￣￣￣●￣□■■￣■■■■■■￣■■￣■■■■￣￣■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■￣￣'■■￣･￣￣￣￣ＣＣ－－－■■－■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■－￣■■－■■■■－－■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■￣･￣￣￣＝￣＝つ￣□･●￣￣￣￣￣－

、￣●￣￣￣￣●￣●￣'■P￣･ＣＣＣ￣･￣･●￣￣￣－－－■■－－■■－■■－■■■■■■■■■■■■＝巳￣￣￣ＣＣＣ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－￣－■■□￣■■－￣－￣￣￣■■■■･■D■■■■■■---￣■■■■■■■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣'■D￣￣◆■

Ｂ●●･￣･￣･￣□■ﾄ●￣￣■■￣￣￣□￣￣￣■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■￣￣￣~一一ＣＣＣ￣￣￣￣●￣●￣■■￣－￣･■■￣￣￣■■■■－■■■■■■■■■■■■－■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■D￣■､￣＝っ￣￣￣＝わ＝=＿_

■■■■■￣￣￣■■■■■■￣■■■■￣■■■■■￣￣￣■、￣￣￣●￣￣￣￣￣⑰￣￣￣￣￣■■￣■■■■■■■■■■￣■■￣■■￣■■￣￣●･￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣●￣￣￣■￣￣￣￣●･●ＣＣｃＣ￣￣￣●￣￣￣￣■￣￣￣■■■■■■－－－－■■ロ■■■■■■□

■■■￣■■￣￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣｡■■￣￣￣￣￣￣￣ｃ￣￣￣●￣￣■■■■■■￣￣￣■■■■■■■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣●●￣￣●●￣￣ロー￣●●●●'■､●ＤＣＣｃＣＣＣ●●￣■￣￣■■■■■■■■■■－=､■■￣￣=

P■■.￣￣￣￣￣￣●■■■￣の■■●￣■￣のご●￣■’■P￣￣＝■■￣■■■■■■U■Ⅱ■￣■■￣■■■■＝｡‐■ロ■、￣￣●ＤＰ￣￣￣●￣￣￣￣￣￣￣￣□■■■､￣￣■Ⅱ■□￣■■■､￣￣￣ロローご￣￣￣￣￣￣■■■￣d■￣￣￣d■￣￣汀~p￣コニーー

■■■■■■■■■￣■■■■￣■■￣￣￣■■印■■■Ⅱ■￣■■Ⅱ■ロー■■■■￣￣￣￣￣￣ＣＣ￣￣￣￣￣￣■■￣■■■■￣■■■■■■■■￣￣■■￣￣●￣￣￣￣｡●●｡●￣￣￣■￣￣￣￣￣●￣■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■－■■■､■■￣＝-￣＝こ_

B□●■￣、●￣●●●￣●･￣●･･●●●●■￣●￣￣■￣Ⅱ■￣￣■■■■■■■■￣■■■■■■￣■■￣￣￣Ｃ●｡￣￣￣￣￣￣￣･￣￣￣￣￣－－■■￣■■■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■－■■■■￣￣－■■■■■■■■■!＝刀一一●￣［==－－

ＢＣＣ･●￣●￣￣￣●￣￣￣●￣￣■■￣￣￣￣■■■■■■￣■■￣■■￣■■｡￣■■￣￣￣￣｡●￣￣￣■￣■■■■■■－■■■■■■■■■■－■■■■￣－￣￣￣￣｡￣■=江＝=￣'二ｒＣＣ●こわ＝＝つ＝－＝＝＝=＝=■■－．=-



(別添4）

技能講習設定地域･分野一覧表

静岡労働局１５市区町村以上

６２０人以上

技能講習設定市区町村：

技能講習定員：

へ

識菩内容： それぞれの地域'二おいて雇用が見込める講習分野とすること

･静岡･浜松は1講習のみ10名定員を予定

①

ハローワーク名

②

55歳以上管内
求職者数
(平成25年度新
規求職者数）

③

講習設定地域

④

讃習分野､定員

講習分野 開催市町数
1講習当たり
の定員

識習数
ムヒワn画０，，足同巳

議習開始者
UHn

ハローワーク下田

ハローワーク三島

ハローワーク沼津

ハローワーク富士

ハローワーク富士宮

ハローワーク清水

ハローワーク静岡

ハローワーク焼津

ハローワーク島田

ハローワーク掛lIl

ハローワーク磐田

ハローワーク浜松

８８２

4,508

50008

2β37

1.563

2,409

5,141

30237

2.169

1,898

３，１４１

80121

下田市

賀茂郡東伊豆町

賀茂郡西伊豆町

賀茂郡南伊豆町

賀茂郡河津町

賀茂郡松崎町

三島市

伊豆市

伊豆の国市

田方郡函南町

熱海市

伊東市

沼津市

裾野市

駿東郡長泉町

駿東郡清水町

御殿場市

駿東郡小山町

富士市

富士宮市

静岡市清水区

静岡市(涜水区を除《

焼津市

藤枝市

島田市

牧之原市

榛原郡吉田町

榛原郡jIl根本町

掛111市

御前崎市

菊ⅡI市

磐田市

袋井市

周知郡森町

浜松市

湖西市

.(別添4別表)を

参考にしながら地
域のニーズを踏ま
えた識習内容とす
る。

･謂習内容が著しく
偏らないようにす
ること。

1市町以上

2市町以上

2市町以上

1市

1市

1市(区）

1市(区）

1市以上

1市町以上

1市以上

2市町以上

1市以上

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

1５

２

４

６

、
３

１

１

７

３

２

２

３

８

3０

6０

9０

4５

1５

1５

100

4５

3０

3０

4５

115

合計 40,914 4２ 620



●

別添4別表

平成27年度シニアワークプログラム事業技能講習一覧

￣■－－－－－－－■－－－h-－－－－￣■●｡

●

口

フォークリフト

会計事務

玉】卦け技能講習

可~ブイスクリーニング
ゴ ､謹初l王者
ブ ･護予 応サポーター
介護事勝管理±
福祉 繭送ヘルパー養 戎

同行援護従菜者
ツアーコンダクター(添乗員)養成

移送サービス運転

調埋スタッフ

誉備スタッフ

行政事務スタッフ養 戎
マンｼｮﾝ管理員養】戎
医痛墨務
造園緑化サー ニス

子育て支援サー ごス

パソコン基礎

その他（地域のニーズを踏まえた講習）



(別添5）

｢常用｣…園用契約において雇用期間の定めがないか叉は4ケ月以上の屈濡期間が定められているもの。
｢臨時｣…雇用契約において1ケ月以上4ケ月未満の雇用期間が定められているもの。
『日雇｣…日々雇用の仕事及び1ケ月宋溝の雇用期間が定められているもの。
『パート｣･･･1週間の所定労働時間が同一の事業害に嵐用されている通常の労働者の1週間の所定労働時間に比し短いもの。
｢就業｣･･･雇用契約以外で仕事をすること(有償ボランティアを含顎ない）；・
｢自営(起業)｣…個人経営の事業を営んでいるもの。

菅｢呵日百Ｗ巫転

確認項目(大） 確認項目(中）
－－℃

確認項目(小） その他

1．氏名

2.現在の状況について．

1.雇用就職した

2.就業した

ａ自営(起業)をした

4.雇用も就業も自営(起業)もしていない

1.常用(パートか否か）
(1)派遣形態による雇用か否か
(2)派遣形態による雇用の場合､シルバー人材センター
での派遣か否か

2.臨時(パートか否か）
(1)派遺形態による雇用か否か
(2)派遣形Hiiによる雇用の場合、
の派遣か否か

シルバー人材センターで

３．日雇
(1)派遣形態による雇用か否か
(2)派遣形態による雇用の場合､シルバー人材センターで
の派遺か否か

￣

1.求職活動中

2.求職活動はしていない

1.採用白(入社日）
2.事業所名
3.産業分類番号
4ｄ職種

1．就業開始日
2.団体名

１
２
３
４

､自営(起業)開始日
､事業所名
.産業分類番号
職種

■■■



受購申込･導入支援･フォローアップ一覧表 (別添6）
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受講申込・導入支援・フォローアップー覧表
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④-2仕様書(別添(9,11以外)･様式).xIsx 別添６(選択肢）

性別 年金Ｏ選択希望収入有無 申込のきっかけ 緊要度
●

面接会の種類

有
無□
０

１
２

男
女

１
２
■
■

1.国民年金○
2.厚生年金
3.共済年金

5万円未満１.ハローワークの紹介
5～10万円未満２.新聞広告をみて
10万円-15万円未濃3.シルバー人材センターで知った

1．

２．

３．

４．

1.早急な就職を希望
2.早急なパート・臨時
3.就職は急いでいない
4.就業を希望
5.いずれ就職を希望
6.自営（起業）を希望

情望１.管理選考会
･臨時等での就職を希望２.合同面接会

3.就職は
4.就業を
5.いずれ
6.自営（
7.その他

15万円以上 4.その他

Ｉ



④-2仕様書(別添(9,11以外)･様式).xlsx 別添6(選択肢）

結果フォローアップ 回答方法

1.ハガキ

受鵠前の雇用・就業状況（その１）受鏑前・受鰡後の雇用七就業状況（その２）

1.採用１.ハローワークでの求職活動 1.離職中
2.在職中

1,瞳用（常用）
2,雇用（常用でありパート）
3.雇用（臨時）
4.雇用（臨時でありパート）
5.雇用（日雇）
6.シルバー人材センターでの就業

2.再面接２.技能謂習（再
3.不採用３.継続援助
４本人辞退４．．就職支援謂座

2.技能謂習（再譜習） 2.電話

5.その他（

7.その他就業（ＮＰＯ等）
8.自営（起業）

Ｐ



④-2仕様書(別添(all以外)･様式).xlsx 別添６(選択肢）

就職・起業・就業年月日
までにかかった期間

1.講習修了日から３ヶ月以内
2.講習修了日から６ヶ月以内

派遮形態 求職活動

１.シルバー人材センターでの派遣
2.シルバー人材センター以外での派遥

1．している

2.していない

、



(別添7）

雇用･就業実績カウント整理表

,離職者でない者で､かつ､購習受購前後に雇用･就業瀞鰹が変わらず同じ会社(団体)で働く看､自営(起巣)の塙合はSP受購前後で同じ巣租の場合は実績から除く。
･騒用形魍が変わらずとも､勵tRB先の会社(団体)が変われば､実枕としてｶｳﾝﾄする。
※｢翔iiA｣は派遣先ではなく派遣元牢裳主が変わった溺合､実績としてカウントする。
※自営(起業)は別添B｢日本産繋標箪分類｣中分類で見て変わった場合､実績としてカウントする。
､シルバー人材ｾﾝﾀｰでの派遣…高年齢署等CD雇用の安定等に関する法律第42条第５頃に定めるシルバー人材センターが行う一般労働者派遣事業
･SE達7選鰹躍1冒2Ｍ塗翻告壁Tl灘騨1二二勘らず壹括して計上することとなつ乱､鋤《･sP受脈と修了後の鱸緬苣Jj脇｢坏協が変わるため･上妃のとおりとする。
修了後の就業先が不明な鳩合は､受講前の就纂先に関係なくカウントしないこととする。

~ロー」ローブ已壺￣し■グヴーヴーローＬ■ｑｑ穴』UいうこＷｑ￣しこげヨマグーロ￣しげ￣Ｕロ｡

ＳＰ

履用

Ａ直接雇用 Ｂシルバー人材センター以外
での派遣

ｃシルバー人材センターでCD派遺
(シルバー人材センターの会員） ､

n房Ｊ囮と

劇 ﾖ層

、シルバー人材センターでの就業
(シルバー人材センターの会員）

Ｅその他就桑
(NPO法人等） Ｆ自営(起巣）

SP受購前

離職者･求職者

辰用

Ａ直接屋圏

戸一一弓

Ｂシルバー人材センター以外での派遣

ｃシルバー人材ｾﾝﾀｰでの派遣
(シルバー人材センターの会員）

就業

Ｄシルバー人材センターでの就案
(シルバー人材センターの会員）

Ｅその他就薬
(ＮＰＯ法人等）

Ｆ自営(起案）

０

￣￣￣－－￣山里

。

｡

｡

０

０

｡

。

時一一一一一一三一-－＿！

iii篝i篝讓薑鑿讓|讓篝i篝Ｉ
、

。

｡

。

。）

。

。

｡

鑿篝鑿ii薑篝鑿鑿讓讓鑿Ｉ
讓篝篝鑿篝鑿鑿篝讓i篝鑿篝！

０

｡

’０

。

。

鑿鬘鑿篝鑿1鱸
。

●

。

０

０

｡

。

:篝篝篝i篝篝鑿篝ii篝篝鑿鑿
･

０

。

０

。

○

０



(別添8）

菫案分･~第１３回定大･中分薗-項Ｅ

0１

D３漁業(］

､５鉱業、
DB合エー
０７職勗リエ。

､ｇ食料品製造；
１，飲Ｉ

２６生産用

３３

３７通信ヨ

３９柵：

道路宜Ｉ

日本標準産業分類第13回改定大・中分類項目

大分類 中分類

Ａ農業･林菜 0１

0２

蔓
体！

Ｂ漁業 0３ 魚

0４

!(ﾌｋ

殖！

竃藍F直： ;を 廉く）

Ｃ鉱蘂､採石菜､砂利採取菜 0５ !､採； ,菜､砂利採取業

ＵＰ－＆豆睾 0６

0７

OB

；

腸Ｉ
エ事

lエ事
iエ事Ｉ

;菜
;業(設備工事鑿存 壕<）

;業

二梨昼可已【当F告 0９ ﾚﾛﾛﾖ&２１造：

画遜F莚厘§丘. ； 拳 ､製刊奇藥

1１９ 鍵工雲

匝函に村･木製品製造業業(家具を’匝函

ｌ
ｋ

；材･木製品製造業業(家具を’廉く）
１３：

｜
憲
一 具･装鐘品製造！

１４'１ H1ターブ.劃P.型呼ＩｍＴⅢ B製造業

１５日 劇. 司関連業
１６化学エ蘂

１７石油製品･石炭製品璽濃

１８プラスチック製品製造業 褐． を 除く）
１９ゴム製品製造業
⑳ＵｎＴテエ、ロ凸邑■巨函凹生ユロニニ印召油ｕヨーー

２１窯蘂･±石製品型L造蘂

２２鉄鋼案

２３非鉄金 愛造案

２４余鬮製 Zl這藥

２５１；まん用Ｉ 械器具製造！
2６１ 産用１ |板器具製造Ｉ

2７１ |務用１ |械器員製造：
2８１ |子部Ｉ ,.デバイス･掴 '子伍 題製造業
2９ |子機１ 梼具製造案

3０１筒報通Ｉ 麗械器具型I造婁

3１１ 送用１ ，i器具製造蘂

32. 学の他（ 製這蘂

Ｆ電気･ガス･熱供給･水道業 3３ 気案

３４ガス案

３５熱供給菜

３６水道案

Ｇ情報通信菜 ３７通Ⅲﾖﾖ層

38威送雲

３９憤報サービス業

４０インターネット付随サー 三ス業

４１映像･音声･文字情報調 作業
Ｈ遵L輸菜､郵便案 ４２銭正Ⅱ雲

４３道路旅客邇撲:
４４；首H各督勅13園i美雪

４５水】亟更蓬

４６汀[牢邇輸菜

４７倉I璽蘂

４８運輸に付帯するサーごス業
屈丙一三万房=冤罵7声面壼忘冒二三コ￣颪一一三
４９郵便案(信書便事業１E含む）



、

８３医療：

Ｉ卸売業､小売業 Ｒｎ夕に薯目§説 具飼 売薬

５１繊維･； 雁Ⅱ日！ 夢卸売業

５２飲食業 畷品薗 売蘂

５３建築

備
一 '料、 砿物･金属材料等卸売業

５４機械 蘭 ,具飼 売薬
５５その 世 の卸売案
５６各種 笥品小売業
５７織物･衣服･身の コリ品小売業

匹藻蘂璽蘂二二二二二＝＝二コ旧U~翫莨璃吊爪売葉一一丁
５９機械器具小売業

６０その他の小売業

６１無店舗小売業
ロー苓蔚藪襄=葆Ｊ金融業､保険業 ６２銀行案

６３協偏1組籔令融藥

６４貸薗：業､クレジッ -カード案等非預金信用機塵

６５金圖Ｉ商品取引業､商品先物取引業
６６補且 l的余塾雲
６７保腿潰壜(保険媒介代理業～ 呆険サービス業を含む）

Ｋイ､具U座ヨミ、1ﾘﾛﾄﾞ而璋証蹉ｴラドミ ６８不薗

６９不鬮

７０物月

j展

j層

鷲

罠皿【引罰こ

Z暖Ⅱ陸エラ長･實上里弄吾

f賞業

Ｌ学術研究､専門･技術サービス業 ７１学 1１ ｢ロ 調う §研究機僕
７２専 ﾖＩ ●, ごス業(他白子蘋罰Z五[て志而一ヨ￣■■■■■

ＤＪソ」弓 E秀蘋舌矛Z五[て毛而一可
7３

￣

hb1 吉案

7４ E術サービス業(他に分類されないもの）

Ｍ宿泊業､飲食サービス業 7５

7６

7７

ﾖ泊蒙

R食店

子ち帰り･配蓬飲食サービス業

Ｎ生活関連サービス業等娯楽業 7８ Ｅ】鞍・上里宅學・＝濯鼎･】谷J湯ヨ三．

７９」 ÷の他の生活関連サービス業

８０娯楽案
后一悪書-重雪害璽塞一ｍ
￣コヲ、匠。、■￣￣～、肉ニーふ －ｍ凸ローいき＝症ゴ

８２その他 の教育､学習支援業

Ｐ医療､福祉 ８３医彊勢

８４保健緯
R５軒今衙

)生

険･社会福祉･介露事業
■￣ロー-Ｆ｡、

￣￣‐印一一■●頁

８７協同識

￣-==＝＝￣＝－－ヨ

合 他に分類されないもの）

Ｒサービス業(他に分類されないもの） ８８廃棄物処:里菜
8９ ヨ動車整 藺業
9０ 幾械等修理業 (別掲を 廉く）
9１ 溌業紹介･労値i者派遣業
9２ その他の事業.ナービス案
9３ 攻治･経済･文化団体

９４宗教

９５その， 也のサービス業
9６ 壁： 公務

ｓ公務(他に分類されるものを除く） 9７

9８

到雰 公務

地方公務

Ｔ分類不能の産業 99分類不能の産業
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唾聾雪輻塞盟２１ Ｅ弓芯珀壬溝口F■=〒■望＝＝ﾛｰ干琉午已ロー￣可哨ﾖヰﾋﾟ■に由１１句」日二 宗ヨヨ毎可ザーー円再＝=岳ヨーー唖＝

且…ﾆｽﾞ堂打電函１ 王珂琶巴莞nF＝蓉毎､唾扣霊＝ご==宮呂nｺ－吋■ ￣■写二千一匹＝■－－－ヨーーーローー

甲昏｡Ｔ亜牡?■白証円-＝毎■弓ﾛ
E星亜罰ごＥ３巽壺函煙輻ﾖｰ､寄都司已田嘩 圏鏡H罰鵠f閖野窪R詫君#睡餌自室

￣～~￣～へ一一へ～￣￣～
睦二Ⅲ邑卓と匹岳以二甲咀田=BmpD品弓巴JWF宙召旧屋LPⅡ…U＝垂琶Fロゴ用壺＝ェ田q[ローE＝西＝亜踞日エー訶輕戸｡＝回ｮ四面n毛

牌Ⅱ岳司弔｢丑Ｌ＝＝詞＝ニエ咽■丘一面＝三＝と器－－－￣寺田一■帝＝示雷一■－－￣柿ご丙

ョ1Fよ＝笘睡口早宅■?￣￣号.1J聖=日韓嵜啓t｢語埴泪甜亨も＝昌諄E轌磑ヨョ咄■1面ﾛ品｣回H二房と畠h､皿TI｣さr凸Ⅲ｡h志田:包裡ｾﾞｪｮﾆｰ困可

田＝P理三而配＝＝平已已TPgEﾓｺ■ｴ弓日〒団ｒ酉＝＝日■■卍碩宮野声可舌■田＝矛司与=臣■ｈ=■Ｐ存=面三泊EIY■ｑｔ亜疽詞Ｖご配記宅ロ惹一

邑稻EbRI玉暉冒Ⅲ包戸軍陞型ﾛ巳炳P覇E西ご画商玩可＝Ｆ団月起工西EE岳甲店語ロエ鄙HB哩孟氏Z孟声駝矼曄蕪p巴剋毎莊＝ﾆﾓﾛﾛ江榿

'二旺凶--三二h.巴ヨニニデユニ弄司呈自ＥＥ■＝１Ｆ硯も再卍告■理?誼H､モ具蛋F司宇.￣n6HLRｮ吊杷TEﾕｽﾞ､勺■￣ｮ名１吋■＝亘冨弓＝■。冠ｪ囮君＝可面子宇訶。Ｆ＝

二Ｖ■コニＴＥ五匹~ニェやニァロＦ日寿沽Ｂ■ロヱロェ亘西且■空■ﾛ望珂ニピョー五色■ェ面■■可=■-ﾛ■ヨェ三垣＝江百ｍ■沮匠一Ⅱ－－屯＝＝■＝巧■エヰーェェⅡ■ＦＪｮ豆■。

毎【窯＝薊ご国語日田口早両｡四日勇己昶窪田弓囮宅､話二月程ﾛT詞窃円EH旧阯孑詑感1偶｡=寺■畠回惑…＝莅宰鵠学さ旬日宙官虹飽PR，

O瞠燭亜甲托海野｡÷ヨョェョ､■回毒＝＝ｺﾖ回望ETEET｣FF=壺弓時日田閂。法■r活可甸Ｔ四声F二審H鼎症空乞=霊＝冊盛旦軒ヨコ竺二⑤
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含職業分類表＊厚生労働省平成24年３月改訂
●

1051-01,051-02
1051-03
1051-04

1051-05

1051-06
'051-09

~O５Ｔｌ

Ｕ

'

１
２
３

Ⅱ
‐

０９

１２

大分類 中分類 小分類 相分類
￣

Ａ
￣

Ｆ示弓
０１

ロ’

0２

■」

0３

Ｌ＿Ｌ
亟匡

…孟云志窩￣管理的公務､Ⅱ

旦一一一一一一！

宍‐、四「‐ご￣ＰＢＦ■

￣－－－－－－￣

迭人･団体の管理顧戊

ｌ雫一一一一’
…蘭rE司了可

ｒ万T詞
ｑＪＵＵ

后
０２１

０２９

￣

０３１

０３９

倫捻「両面~届

～

踵＝五百一会社趣且

その他の法人･団体の役貝

室社の甘埋唾Pｕ

その他の法人･団体の管理騒貝

序̄55雨55百頁両面五一三→

鯛!’
－－

；蕊’
O31-O1

039-O1

039-O2

039-99
Ⅲ:::=::樫5可5=55-房

理的
理的

I家公遍且
】方公整且

ご~#＋0０目１
I立行政法人等の役貝
11二分REされない逹人･団体の役員

雇莪石高壷百刀

立行政達人等の管理職員
羽}徳職管理者

岸赤石誌蓉宙寮禧壷～尾55繭５５唇頑両面五一弓

曰 HIH的。

技術的職案

0５

0̄６

雨0７

扁OB

ニー

0９

■

1０

岸1１

Ｆ両一1２

房rT5弓1３

扇1４

研究石

￣

凹̄壁技術者

璽̄播蘋術者

￣

建築･土木･頷缶持衡者

ﾛｰ＿－１

ＵｎＴ■其＝＝￣Ｕ向弘氏両刃戸

膳ﾗH雨7尻z露蚕司その他の技術者

￣̄
F■Ｐ、画勺わﾜｰｰ､￣－口ザ

薬薊師

￣宮司－面

医̄疫柱街者

051

I蒜061

￣

071

072

０７３

０７４

０７５

０７６

０７７

０７９

￣

０８１

０８２

083

084

085

086

０８７

089

扇091

002

093

Ⅱ！川
醜
的
Ｍ

閑
卵
的

１
１
１
１

１
１
１

Ｕｕｕｕ
119

帝121
122

123

124

I弓
￣

n句ロ

１
２
３

３
３
３

￣￣

Iaf

１
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４

研究者

￣￣展林水産技術者

＝■典、コク■■尹凸丙刀戸

正気･電子･電気沮個図発技術者
(通■ネットワークを除く）

機械開発技術者

自動車開発技術者

輸送用坦興凹墨枝衡者(自助印を隙<）
令回創鍾･材料開発技術者
化学品凹鍵技葡者
その他の開発技術者

企晶暫措枯衛者
唖気･肛子･TSmH揖輿浩枯街者
(通１月ネットワークを敵<）

樫銭型造技ui者

自動車輿浩枯衡者

111送因麹墨剣浩技衡者(自助車を除く）
金田劃鍾･材料製;巴柱斯者
化学品国箔技術者

その他の劃措持衛者

寂̄筵伎術者

土木技術者

劃且技術者

システムコンサルタント

システム股叶技衡者
情報処理ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄマネージャ
ソフトウェア開発技術者

システム運用管理者
通個ネットワーク技衡者

f悪祷室。その他の技術者

医師

歯科医師
ﾛt医俺
英知師

保̄GU師
助塵暉

看坦師･准君堕師

…病一

唾庄玉孚技士
亜庄斡杢鈷節
理学仁澤＋
作案⑪窪＋

O⑰U-D1

051-O2

051-O3

051-O4

051-O5

051-06

051-09
￣￣６

６
６
６

０
０
０
０ #’

￣

O71-O1

072-O1

072-99

073-O1

073-99

074-01

074-99

075-01

076-01

077-01

079-01

079-99
一一

１１081-01

082-01

０鰹-02

０腿-99

０四-0１

083-99

０明-01

084-99

o85PO1

086-01

087-01

０８７－０２

087-99

089-01

089-99
佇丙声門091-01

091-02

091-99

092-01

002-02

092-99

093つ１

０９３－０８
￣ 、

和
知
刊
也
趣
鋼
鋼
、
、
細

川
、
切
凹
四
Ｍ
凹
叫
鴎
鯛
的

宿
￣

Ｈ１ｑ－Ｏ１１19-01

19-02

19-99
￣̄

21-01

22-01

23-01

24-01

24-02

24-99
￣

｝’１ Ⅱ罫

屯
刊
屯
幻

釧
巫
型
銅

￣ 氾
扣
扣
刊
扣
扣

釧
鞄
把
糾
媚
妬

ﾛ〒旬↑ﾖ[有

二学研究者
Ｉ学･林学･水産学研究者
:字研究者
､文科学研究者
上会科学研究者
２１二分麺されない研究者

里重技術者

益塵技術者
林某技術者
水産技術者
食品凹登技術者

圃気･■子｡、貫通便通針技術者
他'二分類されない迅気･電子･電気逼個開発技術者
(画価ネットワークを除く）

盛盤８９針技術者
他'二分頚されない機械Un発技術者
自動車設計技術者
他'二分類されない自助車開発技術者
輸送用檀墨閲発技術者(自動車をばく）
舎厘田竺･材料隅蝿技衡者
化学品凹塾技術者
璽宝望晶図鍾技術者
他'二分麺されない朋発技術者
頁面器蒔雇蚕==￣

■巴■■弓エー仏伊ｂｎ７ｐ

電気･電子･晒筍溢頂掲睨牛産技術者
電蛍工事技衡者
他に分類されない電気･冠子･垣貫通揖輿措祐衡者
(通佃ネットワークを除く）

樋域生産技術者
他'二分類されない機粧国播祐術者
自動車牛寵往街者
他に分顛されない自助車製造技術者
輸送用坦墨国浩柱衡者(自動車を除く）
金回望虹･材料飼彊袋衡者
化学且生産按衝者
分析化学技術者
他'二分類されない化学＆勇措稜蜀者
竃璽輿晶契措柱衡者
他'二分類されない興浩祐衡者
歸莅繭再蒔雇～

画醒工率監督
他に分類されないRE築技衡者
土木設計技衡者
土木エ事監督
他に分類されない土木技衡者
剰目士
釦Ｂ＋楢

眉宕＝ｒ■システムコンサルタント

システム股叶技衡者
情報処理プロジェクトマネージャ
ソフトウェア開発技術者bHEB･ｵｰﾌﾟﾝ系）
ソフトウェア開発技衡者(組み込み･目御系）
ソフトウェア開発技術者(汎Ｈ１侭系）
プログラマー
他'二分類されないソフトウェア開発技術者
システム迩因管理者
通恒ネットワーク技衡者
一一ｈＬ－▲￣■句■■■■＿＝兜Ｓ＋+■堂=Ｌ

儲而毒奉詰遷雇漏壷一~￣

画壇衛生技衡者
他'二分罰されない技衡者

雇菌=－－－－－，医師
歯科医師
壁医師
薬剤師(囮剤）
薬剤師(区画且唾襲】
hhI二分師士れない趣緬節

保健師

助産師
君I且師
准畢函臨

臨床エ学技士
堕庄鐘杢技節
理学客差十
作黛坦崖＋



１５１

１５２

１５３

１－１壁一

,１，｜

’

１９１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７９

１８１ １８１

１Ｂ２

１８３

１Ｂ４

１８９

F￣
’｜
｜Ｉ

２３１

２３２

２３３

２３４

２３５

州鋤御卿“御。

大分麺 中分翻 小分Rn 細分類

曰 専門的。
技術､｡些宜

１４

1５

1６

￣

1７

￣

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

再凸迺Ｌ…Ｗ■~■■

その他の俣佃匹店の匝璽

社会福祉の専門的職案

￣

法務の因栗

￣

の専門的唾＝

１－’
教育の曝案

宗教

笏蕪宝亀記者､田集者

美術家.デザイナー．

写真家､映像塊塵宕

音楽家.舞台芸術家

その他の卯円的睡草

１４６

１４７

１４Ｂ

1５１

１５２

153

１５９

1６１

１６２

１６３

１６９

￣ １
２
３
４
５
９

９
７
７
７
７
７

￣ １
２
３
４
９

８
８
８
８
８

Ｌ=１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
０
０
０
９
９
０
９
９

２０１

２１１

２１２

２１３

１
２
３
４

５
２
２
２
２

２

２
２
２
２

２

１
２
３
４
５

３
３
３
３
３

２
２
２
２
２

241

２４２

２４３

２４４

245

246

歯科行牛十
歯圃持王＋

栄養士.管理栄養士

あん摩マッサージ描圧節､はり師、

牽禰轌宙節

きゅう師

他に分類されない保補塵血の堕典

祖祉相醗･梱導専PIBU

祖1,ﾄ歯踞坦坦専門員

保育±
その他の社会福祉の専門的職栗

裁判官
検察官
弁■±
弁理士
司生客土
その他の珪務の職栗

4b四今叶十
堕団士

社会保険労務士
金融･保険専円駁
その他の経営･金融･保険

’-----の守F1、唾巫’

小学校教貝
中学校教且
面簿学校教且
中専教育学校教員
特別支圃l学校敏貝
高等専門学校敬貝
大学教員
その他の教育の国東

宗敏

薯述室

胆者

侶築者

彫刻家

困家､谷室､沮両室

工要里術家
デザイナー

写真家.映像I＆母君

音楽寂

舞踊家
俳優
プロデューサー.塑出室

通＝宝
｢声＝壷̄
＝■■■ロ面､■■

学芸員
カウンセラー(医但･祖朴憧峻を験〈）

個人教師

戯案スポーツ家
禰慣樋鴎操作DＱ

』
』
巳
■
□
■

）
屯
勺

》
７
８

「
４
４

１
２
１
２
３
１
１
一

毛
勺
刊
屯
む
つ
⑩
凸

１
１
２
２
２
３
９
（

５
５
５
５
５
５
５
二

61-01

61-99

62-01

62-02

62つ３

“-01

69-01

69-02

69-99｜
Ｉつ
つ
む
屯
む
つ
も

１
２
３
４
５
９
９

７
７
７
７
７
７
７

￣

’
１幻
氾
幻
勺
扣
も

別
皿
幽
明
明
朗

Ｈ－，■、計知
知
和
知
、
知
が
、
、
、
組
鋼

２
３
４
５
６
７
８
０
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
０
９
９
０
９

2０ -01

211-01

211-02

211-03

211-9９

２１２－０１

212-02

212-03

212-99

213-01

213-99

221-01

222-01

222-O2

223-O1

224-O1

224-O2

224-O3

224-04

224-05

224-06

224-99

225-01

225-02

225-98

231-0

232-0

233-0

234つ

234-0

235-0
両241-01

242-01

243-01

243-02

243つ3

243-99

244-01

244-02

244-03

244-99

245-O1

246-O1

246-O2

246-O3

246-g9

ロロローーー

歯科■生十
歯科技工士
栄養士

管理栄養±
あん摩マッサージ指圧師
はり師
きゅう師
垂荊翰宙師
碇肢装具士

福祉相麟貝

他'二分類されない祖ｈｌ租璽･指導専門員
老人扣泌餡、指導専門貝
阿害者福祉麓囲指導専門ロ
咀宙頬白I鰭段輯導専門員
保育±
介匝支担専門員
医療ｿーシャルワーカー
他'二分釦されない社会柧祉の専門的匿な
侭百面壱一SE判官

検察官
弁厘±
弁理士
司珪客十
土地室同垣蚕士
他'二分極されない筌務の凶立

席面営E罫｡～EⅡ宝且垂酉マニＵ￣

税理士
社会保険労務士
金融･保H食専門血
経営ｺンサルタント

富覆面－－~－－－－－~－－－－－－￣
小学校教員
中学校教Dｑ
高専学校教風
中等教育学校教員
特別支祖学校教員
高等専門学校教員
大字教員
専修学校教且
各種学校教貝
困案、線指導貝
研修騰【9敏且
他に分麺されない教育の疏室

宗教家

文芸家

翻眼家
コピーライター
他に分顛されない薯述家
新田･放按虎署
壁墜皿者
テクニカルライター
他に分顛されない配者
新聞･越麓･回⑫廻璽者
他'二分麺されない祖述者

彫刻家

画家.吝家
週画室､イラストレーター
エ芸英術家
ｸﾞﾗﾌｨｯｸデザイナー
ウェブデザイナー
ディスプレーデザイナー
エ巣デザイナー
インテリアデザイナー
胆飽デザイナー
他'二分類さｵPはいデザイナー
写真家
唆埋坦匹箸
写真家助手.映他幅形者助手

百束家

舞踊家
俳優
プロデューサー
五曲宝
誼彗宝

随面可而司～
￣Ⅱ■■￣￣

学芸員
学生カウンセラー
職場カウンセラー
瞳纂相麟貝
他に分如されないカウンセラー(図録･掴h､楠Zn窪瞼〈）
教科学習補習敏師
パーソナルコンピュータ敬室数節
スポーツ個人教師
他に分銅されない個人教師
職案スポーツ家
無幽頽慣且
毎範技術貝
有細缶侭目
他に分麺されない通恒盛理喫作且



１
１
１
１
２
３
９

｜
つ
む
勺
刊
幻
刊
も

｜
醐
理
麺
翻
醜
翻
郵

ｉ271-01

1271-99
,272-01，

'272-02

’２７２－０３

１２７２－０４一
藤

大分鉦 中分類 小分薗 細分頚

日 丹\、ﾛﾛ゛

技術的HR案

2４ てｕＪＵｕＵ枅全矛ＩⅡ■弓J閖乃季 249 U四リーグJJDq￣句■▽￣■・■汗ロ８■刃や博幸 249-01

249-02

249-03

249⑩4

249-05

249-06

249-07

249-０８
⑤Ｊｎｎｎ

行政香士
不ph竃躍室士
ラジオ･テレビアナウンサー
通訳
望Ｈ２老
四律師
四教師
蒲四士
側50-1旦中＝士缶ナ余Ｕｈユ〃Ⅱ創■”h亡印Ｔ△全~竺一

１１

Ｃ
Ｌ＿’
句牙何J■弓Ｊ－司皀

Ｕ’

2５

ロ！

2６

ロ’

2７

L＿＿
2Ｂ

Ｉ
2９

3０

ロ

3１

H１

一般事務の職某

2－＿！

会針事務の職栗

ｑ－－－－－－＿－－－－！

｜＿’

の職巣

1--１
外助事務の轍栞

■－－－－－゛■ごシ‐ぬ司咄

１－－-－－－－-－－９

。ｐ勺尹ｐ『■■￣■■し原■「マク…の穴～

￣１
２
３

７
８

餌
弱
弱

５
５
５

５
５

２
２
２

２
２
２

２
２

９５２

■’

261

262

263

269

■

271

272

ｈｉｉ計281

Ｕ２８９
291

292

299

ﾄ而丁301

302

303

ロ １
２
３
９

１
１
１
１

３
３
３
３

￣－￣
癌■B￣羽ローｕ

人事事務員

企画･川査事務員

受付･案内事務員

秘谷
冠話応接事務員

舞台事涜貝

医疫･介堕申務員

その他の一般事務の職栗

､､金111納事溺貝
銀行等窓ロ事務目
経理取笛風
その他の会計申務の職柔

出荷0受荷係事務員

営̄菜･販兒車溜員

鰹金人

肋間囮杢且
その他の外肋耶務の砲粟

￣

運行管理＄務貝

郵便取務員

＝ソナルコンピュータ操作脚

－夕入力係Bｉ
'ピュータ操作貝
－ソナルコンピュータを除く）
公ＰＬへ■Ｆ正と～｡￣気』、回し■空ヱーー

袴菩蓋Ｈ
252-01

252-02

253-01

253つ２

２駒-03

254-01

254-99

255勺1

256-01

256-02

256-03

256-99

257-01

257-97

258-01

258-02

259つ1

259-02

259-99
吟－－－－

261-01

262-O1

2B3-O1

269-O1

269-O2

269-O3

269-99
￣崖

271-01

271-99

272-01

272-02

２７２－０３

２７２－０４ｚＪ

８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２

知
、
邇
魍
輌
魍

1－０１291-01

２９２－０１

299-01

299-9⑨
回一一一一一

301打1

301-02

301-03

302-01

302-02

302-０３

３０２－０４

302-05

303-01

303-02
ローーー－－

３１１－０１

３１２－０１

３１３－０１

⑤On--Dhn

鴎…館一一一一
人取係事務員
教育･研修係事務員
金岡侭事務員(宙凪金田聾餓<）
商品企両事務員
四盃事笛員
会社･団体受付係
他'二分類されない受付･案内事務貝
秘谷
電鱈交換手
コールセンターオペレーター
テレフォンァポｲンター
他に分類されない電妖応接事遍員
総合車務員
事務補助貝
医握事稲貝
介凪事務員
詞個頤寵受付平務且(■鯖を陣<）
8＄復情報管理係卒涜貝
Ｒｂ『＝分、±れなL､－蛆■癖の駐宝

窟呑粛室重宝百一一二一竺一==－－￣

眼行等窓口事務員
経理事務貝
予算係印務貝
用匿僅事務員
原価計算･只租事務員
柚'二分面きれない会叶璽務の騒宜

雇壼這有面壷同雷同｢ﾆーーーー
他'二分銅されない生産現増事務員
クリーニング等受入係員
検収･桧易倖且
保管･管理係員

辰x議議賞－－￣
販売係事務員
宮案事務員
貿易事務員
金融･保険事務員

魔蚕天ニーニーーーニ一一=￣～
肋間凹査員
検針F1
袖'二分師士れだL､外■n画悪の睡虫
9ロー已曰＝クマ室■〒_~・￣_己

有料迅路料金収受貝
貨物受付事務員
性;１３■行管理事面目
貨物自動牢運行管理事務員
旅客自動車運行管理事務員
般蝕■航管理率務貝
鈷空沮敏管理事務員
郵匝竃ロ事涜貝
範Ｉ西内銘、鞠回

辰＝ﾌ竃症;ﾗゼーーヨ
データ入力係Bａ
コンピュータ操作貝
(パーソナルコンピュータを除く）
豆扣、ロｈｎ､Tfr￣＝▲￣■ＵＡｍ"生包も■鉤■

Ｕ’

、
１－－－１
販光の唾栗 3２

ﾛ

3３

Ｌ＿－－！
、Ｊ■典兀ニゴｂ●ご夕甲騨弄丘

１－-１

箙兜璽似p､唾＝

上ｊn面ＩでＩ

321

322

323

324

325

326

327
ロー－口

331

332

333

亜店字･店長
毎店頤更貝

寵･商呂空壷堕亮貝

昆逓凹･移助販売員

上迩軍回収･卸売人
nJ＋】L埴いむ曰

保険代理人.保険仲立人

左､石圷型＆第８囮.dbfr｣し判宇■合罰fＷＬ

扁蜀両同旨
321-02

321-99

322-01

３２３－０１

323つ2

323-03

323-04

323-05

323℃６

323-07

323-08

３２３－０９

323-90

３２４－０１

324-02

325-01

325-02

325つ３

326つ１

３２７－０１

桁誼可可１１１
332-0

332-0

３３３－０

旨忠皀二=皀冒芽弔旨猛－－－￣
ガソリンスタンド支配人
他に分顛されない小売店主･店長
卸売店主･店長
レジ係
百貨店･スーパーマーケット販売店貝
コンビニエンスストア店且
衣服･身の回り品歴売店且
故食料品販売店員
自動車臣寡広且
電気梱墨堕麗産貝
医藁易･化蟻且匿麗店員
ガソリンスタンド飯売目
他に分麺されない小売店販売員
卸墨匝亮ロ
商品塞誼医亜目
商品訪問匝亮目
移動販売員
館店阪充員
再生資苅同収･卸売人
日訂鳳++八拍P亡已

保菌橦荷界讓可一コ
保険代理人
保険仲立人
右価肝錘率日･仲立人



３３３－０２１

３３４－０１，

３３９－０１１

:i』iｌ「

Ｉ
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
●

臘
魎
ｌ
」

Ｍ

ｌｌＩｉｌ 蝋｜
』澱

大分類 中分麹 小分類 細分麺

、 販売の職栗 3３

3４

!辺【ワェェq凹刈ｕＪ取口‐や

営纂の職某

３鋼

３３４

３３９

刎
姐
佃
糾

輯
３
３
３
３

３

６
７
９

４
４
４

３
３
３

臼田座主･店同
その他の販売頚似の職案

[印(沮巳芦田nＦ■?Ｔ■＝￣里

化学品歸郡蛍璽且(戻益瓜審除く）
医璽易堂之ｇＵ
槌駿理具偏亮愛車貝

通個･情報システム宮乗員

金融･保Ba堂■且

不ｍ塵鐡空目
その他の営巣の職裏

333-02

334-01

339-01

339-02

339-03

339-99

341-01

342-01

鋼3-01

344-01

344-02

3判-03

344-99

345P01

345つ2

346-01

346-02

鋼6PO3

347-O1

鋼9-01

鋼9-02

349-03

349-04

鋼9-05
田■、＿、、

=唾「「二＄Ｊ、

百回店圭･店員
商品仲立人
宝くじ等販売人
蚊売人
価'二分輯±｣nfrL1砺恵鰯伍の励色

日八二q宅ロ゛ロー丁■Y型h＝巴曰

化学品匝亜堂璽且【BEBg晶寄除く）
臣墾且堂堂貝
-10堀坊翠旦頤亮愛車貝
、包撞hE墾旦匝序変■且
自助叩販売営業日
他'二分餌されない機械畢具頤窮蛍エ且
竃碩鐡⑭貝
情粗システム営巣貝
餌行辱渉外係
匠券垂纂且
保険営案員
不日h竃鐡璽貝
旅行営巣貝
広告逆な旦
剥浩辱鉾従立国
会員批睡且
砿Rnは明且
ｃｈＯ－ｆＬ■＝士出ヴヂ。、イホ■し旬､ほし■Ｐ

房Ｅ サ̄ービスの職纂

ロ1

3５

￣

3６

￣

3７

3８

3９

Ｕ’
4０

丙4１

ロ！

4２

H1

幻､￣－Jロー￣ず一砂、

の職案

￣

介匝サービスの聡乗

￣

脚、些凹己可暎汐一ヒグ、

の睡重

生活､i生サービス

の聡璽

1－－－－Ｉ
接客･給仕の駆某

￣
殖･了ｒＩ:虹巴FB--JシマＵ〃

管理のH2案

：＿－－－－-－！

その他のサービスの唾立

３̄５１

３５９

￣

３６１

３６２

￣

３７１

３７２

３７９

則
皿
明

幽
閉
開

３
３
３

３
３
３

３９１

３９２Ｕｗｚｌ１０４
皿
凹

叫
蝿
鯛

的
４
４

４
４
４

４

１
２
３
４
９

１
１
１
１
１

４
４
４
４
４

2１１
２
３
４
５
６
９

２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４

＝̄疋亘ヨ１１コＥＪＧ年￣〒1五

その他の宝旋牛羨古狸サービス
のH2左

麓睡介堕貝
肪問介阻駐

百日二－Ｊ￣石

歯科助手
その他の但処Bg狸サービスの聡粟

理容師
英容師
英容サービス砲

浴墹従事人
クリーニング職

その他の生活衛生サービスの職粟

凹理人

バーテンダー

鮫含座宇･店長

旅館･ホテル支配人
故食鈎鎗仕僅

旅館･ホテル･染物接客貝

接寒社委儒.芸者.ダンサー

娯楽唱導接客貝

その他の接客･給仕の職案

寄宿舎･寮管理人
ビル管理人

駐車増･駐帖培管理人
その他の民体鰭股･ピル尊の

q守、〃】U碑P軍
－－￣

竃朶員.担坐室内人

物品一時預り人
物品ロ貸人
広宍面侵入

卵健師.火葬係

ﾄリマー

他に分類されないサービスの職案

と】奇ﾛｰﾛｺ

351-0

359-0

359-9
￣＝￣

一一０

361つ

382-0

362-0

371-0

372-0

379-0

379-9

381凸O1

382-O1

383-O1

383-O2

3邸-03

383-90

3B4-O1

3B5-O1

385-O2

389-O1

389-O7

391-01

391-02

301-03

391-04

391-05

391-97

391-98

391-99

392-0１

脂訂而｡扇、401-01

401－99

402-01

403-01

403-02

403-03

404-01

404-02

40I-O3

404-O4

405-O1

405-O2

406-O1

4C6-O2

406-O3

406-O4

406-O5

409-99

同1１－０１、

４
４
４
４
４
４

刊
扣
幻
幻
氾
も

１
２
３
４
９
９

￣＝＝￣
■￣

二コ

421つ1

421-02

4型-O1

423-O1

424-O1

424-O2

425PO1

425PO2

426PO1

429-O1

429-O2

429-O3
▲ｍｍ－ｎｎ

IJI二F芒二

耐震尻憲軍旱Ｅ￣
ペピーシッター
他'二分麺きれない宝塵牛塞古掴サービスの酸立

膳蘓了F薗古、

肋間介渡員
肋HHX藩介助日

羽歴助手
歯科助手
動物痢院助手
他'二分麺されない保補9尾咽サービスのE自1ｍ

理容師

典容師
鷲付師
エステティシャン

ネイリスト
他に分liiされない美容サービス国
浴坦従、人
クリーニングエ
クリーニング仕卜〒
番鞭贈
理容師｡奨容師補助者
肩襲毎壷而芭可冗、

すL駆人
西洋料理､I理人

中華料理測理人
蛤食坦理人
田理袖助者
囮理人見晋
他'二分類されない､I理人
バーテンダー
戸=忘辰百１レストラン店長
他'二分麺されない飲企店士･店長
旅竝･ホテル古里人
配ぜん人
ウエイター･ウエイトレス(飲食座ﾎｰﾙ係）
ソムリエ
旅餓･ホテルフロント係
旅館･ホテル接客係
旅飽･ホテル客宕係
染物客宝曝
接客*t交僅
芸者.ダンサー
娯楽岨等支配人
娯楽場等接客係
娯楽咄等歓do掠鰻侭
スポーツ鹿塑僅
キャディ
その他の接客･栓仕の血色

信扉ﾌ事舌ﾗﾃﾞｽﾞ＝扉看菅蓮〕[１
寄宿舎･寮管理人
ビル管理人

駐耶培･駐on増管理人
別荘管理人
961＝4分■U士分'たEい巴４＄挿日[⑭DFLnEfT〕臣子ｍ□】亜□￣
￣■￣｡￣■■￣~‐￣■￣￣の￣で■－ケ■￣￣←

牽傘且
９０坐室内人

物品一時頂U人
物品瓦貸人
広告面侵且
チラシ配布人

葬儀師
火葬係
ﾄリマー

ポーター
字画保育棺MMu
カイロプラクティック･アロマセラピー専従牢人
ｊＬ｡－幻込一一■-▲-q■－－凸上一』ユ■少,■■一■＝▲￣



４７ ４７１

４７２

４７９

-60畑坊四四四行,■■四塵幻日

田尻餌椎野組■＄御･塵
里■四回･医

、匹璽桓揮坦行

大分類 ､中分麺 小分薊 細分類

「F可
￣

4３

4４

4５

￣

目衝回

司迭密霊威Dｕ

その他の保安の堕某

■■■■■■■

431

441

442

449

４５１

４５２

４駒

４５９

目■lざ

警察官

海上保安官

宕守

消防ロ
番GB貝

他に分鍾されない保安のrn乗

醇罫431-0

441-0

442-0

449-9

451-01

452-01

453-01

４５３－９９

４５９－０１

459-02

459-03

459-04

450-99

鳫蕊一コ扉一
警察官
淘卜俣安官

君守

消防貝
溢畷野伍目
他に分餌されない警館員
迦堅管理貝
遡堅委逼鰹導貝
範錨警■且
プール･海水浴埠階担旦
袖I＝分範±れない子のRbの保守の駐之

■Ⅱ

Ｇ ￣帝4６

4７

4８

￣

林粟の職業

Ｌ’
逸某の職某

Ｆ孟宗461

462

463

４６９

471

４７２

４７９

l計４８１

482

4鯛

484

489

ロ̄匡勾ＴＵＵｒ－＞■

養苗作案貝

檀木田冤浩四UBF

両林作菓貝

伐木･適材･纂材作案員
その他の林案のH1案

～通労作某貝

沈労船の船長･航海士･樋凹長･植田士
海藻･貝類採取作某ロ
水麻萎繭作業員

ユ『、四ｈ句､､、±〃､由起り

■■■■■■■■■■■■

461-01

４６１－０２

461-03

４６１－０４

461-99

４６２－０１

462-02

４６２－０３

462-04

402-05

462-06

462-99

463-01

４６３－０２

463-08

469-99

471-01

４７１－０２

４７１－９９

４７２－０１

４７９－０１

479-02

479-03

470-99Ｉ４７Ｄ－ＢＢｌ
４８１－０１

４８１－０２

481-03

482-01

４８３－０１

４８４－０１

484-02

484-03

484-04

４B4-9g
dZP、、②

閲1両圃爾慰嗣̄
回芸･エ芸作物栽培作案員
きのこ栽培作案目
ハウスDP藁墾壇作案員
他'二分釦されない農耕作栗員
肉牛･乳牛飼育作案員
養豚作案且
養鴎作某貝
助物飼育係
きゅう務貝
養蚕作乗員
他に分類されない養苗作集貝
植木聴
播固師
植木庇旦竪己遁団宙旦習

一一一一一一一

地ごしらえ･楓林作乗員

下刈･枝打作纂貝
他に分顛されない官林作案且
伐木･適材･集村作業員
山菜･うるし等採取作案員
山林`謄輯且
製炭･製薪作裏口

海面鋤労作案員

遡船甲板員
内水面弧労作案員
池労盟の鉛艮･航淘±･樋凹長･檀凹十
海蕊･貝麺採取作纂員
、、萎戟作巣貝
圓画萎菌作業員
真珠養殖作粟員
のり･わがめ等養例H作纂員
他に分類されない水座萎萄作案pH
二ｊｎｎｂｍ麹色ｍｐＱ■

Ｈ
’１

牛匹土坦の唾璽

ロ

4９

ロ

5０

5１

11

苧囮冒!直四F写平Ｐ)U･氏旨？Ｐ

の職璽
(金貝材料的捨一合因hn工

今回罫接･謡U9i）

１－－＿－－＿－－＿！

の駆案
(金属材料製造二金■前十＿

今日箪接･溶断杏除く）

生座蝿鷹切仰･監視

■￣ﾓﾖｺⅡ｡

１
２
９
９

４
４

３
４
５
６

９
９
９
９

４
４
４
４

７
８
９

９
９
９

４
４
４

目

501

502

503

504

505

506

507

508

509

５１１

５１２

Ｌ＝ﾛ巳じび醐ローU￣￥完＝’

非鹸③回魁色魁90判御Q隙担且
餌蹟･鍾描魁礎制御･監視貝

金田工作股僅制御･陦担日
金巨プレス股傭制御･監視貝
鉄エ･製缶uHdb卸御･監視ロ
晦令随色刷御･匿塑且
めっき･金囚悪四短竺制御･礁担、

合四遼接･渚nF蝿直制御･監視貝
その他の牛塵唆出dHI御･監視の職案
(金日本I料飼沿=②■鉤Ｔ＿

金目璽接･溶釿）

軍璽望見牛摩蝿個制御Q礁襖巳

食料品牛麿nG曲0,卸･監視且

飲料･たl壬F生磨鰻囲制御･礁塑且
紡繊･衣服･縄錘国晶牛壷鱒ubIHI御。

木9MI国見･パルプ･紙。
堕型且

銀製昂牛産魁僅制御･監視貝

印刷･製本股笛制御･礁担且
ゴム･プラスチック99晶牛竃阻麿倒御。

礁担日
その他の生應岨由劃御･監視の職栗
(愈困材料製罐二食■hBT-金田輩鰹｡

璽唾を吐く）

-iQ樫鍾塾､L組立避伍靭御･礁鞄ロ

■
■■Ｐ￣￣ご■■

４９１－０２

492-01

４９２－０２

493-01

４９４－０１

４９５－０１

４９６－０１

497-01

497-02

４９８－０１

499-01

４９９－０２

４９９－０３

499-04

499-99

g■－̄

５０１－０１

５０１－０２

501-03

501-04

501-99

502-01

502-02

502-03

502-90

５０３－０１

503-02

503-03

503-09

504-01

５０５－０１

５０６－０１

506-02

506-03

507-01

５０８－０１

５０８－０２

509ヨ９

511-01

512屯１

面蒔西泪砥石両遍司E刃百一

非駐令国璽働通iB凹御･監視貝
鈍浩魁自靱御･陳狽日
翻浩四DB制御･監視貝
今田示作段僅制御･階坦目
金属プレス股傭制御･監担且
鉄エ･輿缶､Q瞳国御･監視貝
垣金避撞週御･監担且
めっき避盛卿御･監担且

金囚団座鐙Ｂｉ制御･謄担且
全区璽接･溶賑坦恒制御･鰭担且
舎回趣ＩL翻唾■靱御･礁担且
序征迩６０劃御･廉担日
伸線股no制御･監視貝
全区切断鐙僅制御･監視貝(刃物'二よるも0,）
他'二分麺されない生産RQ色制御･監視の聡乗
(金ロ材料9回強.。b屈甸〒_金田藩接･荊断）

垂砥的化学製品理播騨廼腿御･監視ロ

化学狸笹垣播踞■釦御･監視』。
匪印風･化魅具劃浩沿色制御･監視貝
他に分類さｵLない化学因品生塵四曲劃御･監視貝
ガラス型＆鎚措鰯田､制御･醇担己
ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品襲浩鱒価胴御･監視月
セメント璽措no曲麺御･監視ロ
他'二分麺されない窯集製品生産段備制御･監視貝
緕穀･製粉｡、味食品型置唖自制lHp･監視貝
めん類･パン･菓子製描鰯■制御･監視目
乳･乳9m晶国浩阻ＤＢ制御･藍扣且
他'二分麺されない食料品生産股｡b制御･監視貝
飲料･たば=牛寵魁ＧＩ制御･鰐担且
紡繊･衣服･蝶蟷唾晶牛忘阻噂判抑･監視貝

製材･合頓朝浩HCHO切御･監視貝
パルプ製造･抄笹厘虜甸抑･監視員
１m〒接･蛭田＆斡箔阻廼制御･監視貝
印刷･製本股備倒御･礁扣目
ゴム型＆興浩HMUu御･監視貝
プラスチック製品田浩鰯■制御･礁担日
その他の生摩HB沿釦御･監視の職典
(金■材料製法二②■、〒_全■璽栂･瀦断を除く）

仏氏■品四声再■尹巧－－￣し￣■￣■戸一一グー

ーー■一■￣雨甸～‐■_■￣－－■と￣■■￣￣ロ



｢調一
'5,5
1.

大分麺 中分銅 小分釘 紹分頚

Ｈ 生産エ粗の丘菜 5１

両5２

■

5４

－－日二卯□甲五房７￣■蛭

金̄巳材料■浩一全巳ｍＴ－

金属溶接･溶断の職業

！＿－－－－＿－－＿」

の職粟
(金田材料製造､金田加エ、

金田配接･藩断を除く）

513

514

515

￣１
２

３
４

５
６

２
２

２
２

２
２

５
．
５

５
５

５
５

鋼
鋼
弱

７
８
１
２

２
２
３
３

５
５
５
５
５
５
５

６３５

７
９

３
３

５
５

Ｐ

541

542

543

544

⑪登用堪鯵皿旦掴古蝿臼釦御｡

計量Ｈ釦幡鴎｡
監担且(自動車を除く）

尭自聟岱坊里旦卸行蝿曲佃畑･齢押目
￣ら

Hf三子罰百三一製銃エ､製鋼エ

非鉄舎口興■王

的物型適正

侭遥工

合図塾皿翻工
呼錘王

汎用全区工作擾鹸工

数値劃卸金区工作担越Ｔ

金凪プレスェ

鉄エ､斡缶工

板金エ

めっきェ.舍四研凹工

くぎ･ばね･全ロ拠興品田浩王
令回斡晶餌遭工

③回蓮接･蓮駈工

その他の金目材料製造今金民加工
全固璽接･溶断の職梨

窯桑･±石田品ら､抵土

箱放･製粉･IEI味企品田遭王

めん編餌携Ｔ

513-01

514-01

515-01

｢5面7万Ｔ521-01

521-02

521-03

521-99

522-01

522-02

5狸-03

522-99

523-01

523-O2

524-O1

524-O2

524-O3

524-O4

524-99

525-01

526-01

527つ1

527-02

527-03

527-04

527-99

528-01

528-02

528-03

528-04

528-99

531-01

531-02

531-03

532-01

532-02

532つ3

532-99

533-01

5羽-02

5”-03

533-99

534-01

534-02

534-03

５３４－０４

535-01

536-01

５３６－０２

５３６－０３

５３６－０４

536-05

536-99

537-01

537-02

537-03

537-04

537-05

537-99

５３９－０１

539-02

539-03

530-04

539-05

539-06

539-99

￣￣

541-01

541-02

541-03

541-04

541-05

５４１－０６

541-07

541つ８

541-99

５４２－０１

542-02

542-03

542-04

542-05

542-06

542-07

542-08

542-09

542-00

543-01

5鞄⑩２

543-03

543-99

544-01

⑫送因担粧理｣､L観方鰻壁剣御･監視員(自動車を除く）

計旦叶辺tp理･光学垣粧翠旦釦ウ坦鍾制御･監担且

_Sq盤Ｔ
製鋼エ
伍絢用鉄璽哩Ｔ
他'二分類されない製銑エ､製鋼エ
非鉄筋回璽殴炉エ
非鉄金田電解エ
半導体材料精錬エ(多納品ｼﾘｺﾝな幻
他に分liiされない非姓舎ロ劃DDT
博物エ
僅鞄什卜Ｔ
璽遭加熱炉エ
ロ由鍾置工
廻卸涜工
手かじエ

他に分類されない働造エ
金田蝕皿理工
FF亟王

旋盤エ
ポール盤エ
フライス型工

研削盤エ･仕上坦捜Ｔ
他に分類されない汎用金属エ作樋械エ
NC鯨盤工
NCフライス型工
マシニングセンﾀオペレーター
NC金囚特殊jmT盛Ｔ
他に分類されない数in制御金属エ作樋被エ
ﾌﾞﾚｽ成形エ(打銭ﾌﾟﾚｽ.曲ﾌﾞﾚｽを除く）
打抜プレスエ
曲プレスエ

5口毎性正
浩争牲〒
製缶エ
他に分類されなし､鉄エ.典缶工
虹笹旗令エ
エ坦栴令工
自助IF板金工
他に分類されない祖金エ
旺気めっきエ
めっき工(皿且めっきを鮎〈）
金田材料･製品研塵エ
金属手仕上エ
くぎ･ばね･舍回範望且璽造工
合p9q宝具･陣旦斡造工
治エ具製造エ
合麺璽造工
刃物創捲工
金具創造工
他'二分類されない舎匝劃晶興浩工
アーク溶接エ
抵抗溶接エ
ガス溶接エ
ガス切断エ
白助零接･溶断極誼転工
他に分顛されない金屈溶接･溶断エ
伸細エ
ろう付エ､はんだ付工
金型取付エ
金田切IUiエ(刃棺'二よるもCD）

ダイカストエ
櫨披解体処理エ
他に分顕されない金田材料製造.金田加エ、
舎匝薄樒･麹断の晦な

化学橡維エ
石けん･洗剤･油崩嬰晶留遭工
gE趣見製造王
化錠＆輿遣王
盛光剤材料製逝エ(ﾌｨﾙﾑを除く）
フィルムqq遥工
塗料･絵具･インク製造工
他に分頚されない化学製品製造エ
ガラス国見qU遁工
れんが･かわPb麺創造工
陶睡鯉国造エ
ファインセラﾐｯｸｽ製見型遭エ
セメント製造エ
ｺﾝｸﾘｰﾄ型品望造工(空ｺﾝｸﾘｰﾄを除く）
生コンクリート製造工
研磨用材製造エ
士君輿島国遭工
他'二分類されない窮案･土石製品製造エ
笹DDT
製粉エ
味そ｡Ｌ上る油田造工
他に分類されない箱較･製粉･DH味食品国遭工
剣めJL工



●

大分類 中分類 小分碩 細分類

Ｈ 生産工狙の堂卑 5４ =＝ⅨＯＢ巧宅一一一ダーー

のU､典
(金目材料製造三全図前Ｔ＿

③回簿捜･溶断を蹄<】

“５
５
６

４
４
５
５

７
８

１
２

３
４
５
６

７
４

４
５

５
５
５
５
５

５
５

５
５

５
５
５
５
５

５

８
１

５
６

５
５

２６５

３６５
“
鴎
５
５

￣タケＬＰ羽汐■￣巴一一

バン･菓子製造エ

豆腐･こんにゃく･ふ製造エ

かん蛤･びん飴･レトルト金品国播了

乳･乳製品塾造工

食内ｍＴａ国､BＴ

水産釣、〒〒

保存食品･浄濯、壬食尽要遭工

弁当･惣藁団国措王
野菜つIﾅ物エ
飲料･たばこ製造エ

韓戦Ｔ

衣胆･縄錘輿晶璽造正

木製塾晶四措玉

パルプ･紙･紙製品製造エ

印刷･製本作粟員

ゴム製品包措工

プラスチック製尽国措工

544-02

５４４－９９

545つ１

545口0２

545-03

545-04

５４５－０５

545-99

546-01

546-02

５４６－０３

547-01

547-02

547-03

５４８－０１

548-02

５４８－０３

５４８－９９

551-01

５５１－０２

５５１－０９

552-01

552-02

552-03

552-99

553-01

553-02

554-01

555PO1

556-01

556-02

556-03

556-0四$

556-05

558-99

557-01

557-02

557-03

557-04

557-05

５５７－０６

557-07

557-08

557-09

557-99

558-01

558-02

558-03

558-04

558-05

558-06

558-07

558-08

558－0９

558-10

558-99

５６１－０１

５６１－０２

561-03

561-04

561-05

561-06

561-99

５６２－０１

562-02

562-03

562-04

562-05

562-06

562-07

562-09

563-01

563-02

563-03

563-04

563-05

５６３－０６

563-07

563-OＢ

５６３－０９

563-10

563-11

563-99

５６４－０１

564-02

564-03

564-04

５６４－０５

564-99

５６５－０１

565-02

５６５－０３

即席めん題９０遭王

他に分麺されないめん類田浩Ｔ
パン。焼菓子製造工
洋生菓子製造エ
和生草子望遭工
和干菓子璽遭工
スナック菓子･キャンディー･チョコレート製造エ
他に分類されないパン･菓子Qq造工
豆画･油褐等製造エ
こんにゃく典遭正
ふ製造王
かん陰金晶己浩王
びん睦合品興措ｴ
ﾚﾄﾙﾄ食晶斡浩工
2k用F1輿捲工
乳酸発酵四晶輿描工
アイスクリーム国遥王
他'二分剛されない乳・乳璽晶国遭工
精肉エ
ハム･ベーコン･ソーセージ製造エ
他に分顛されない食肉ｍエ品製造エ
かつお節麺gq彊王
魚介干物製造エ
水産ねり物製造エ
他に分類されない水産物加エエ
保存食易包益士
冷Ⅲ､油〒食品興遣工

弁当･想藁麺璽遣工
野菜つけ物エ
興萎工
竃安田浩王
宝軍国浩エ(淌冠を除く）
涜涼飲料璽造王
たばこ型造工
他に分類されない飲料･たばこ製造エ
粗筋エ､ＷＩ紡エ
ねん糸エニｍＴ争正

繊布準備エ
倣布エ
精練･潔白エ
染色･仕トエ
四堂正二坦立工
つな．あみ製造工
ﾌｪﾙﾄ･不織布興造工
他に分類されない紡倣エ
蝿人服･子供叩什右酔
脚ナ叩什立醍
和服什行睡
左叩修理エ

布裁断エ
ニシン齢国王(左Np）
ニシンl出製エ(身の回り品）
特殊ﾐｼﾝ駈製エ
刺しゅうエ
衣胆･鍵錘型呂什上工
他に分類されない衣服･健投包晶国造王
製材エ､チップ製造エ
含蝮王
木エ.木彫工
木製家具･建具型壷工
柑絢職
木材防虫･防腐処理エ
他'二分類されない木型田品田造壬
パルプエ､紙料エ
紙すきエ
段ボール餌遭王
ｍＴ摂包迭壬(騨ドールを除く）
慨寧９９浩王
峡倒晶斡笹工
慨③鴎〒
他に分顛されないパルプ･紙･紙製品製造工
DTPオペレーター

写真植字機オペレーター
製版作束員
とつ(凸)版印刷作乗員
ｵﾌｾｯﾄ印目Ｉ作東貝
グラビア印囲作案且
スクリーン印刷作粟員
シール印BI作案員
佼正作集貝
印l引物光沢加エ作粟員
製本作集ロ
他'二分類されない印劇･製本作某風
原料ゴム加エエ
タイヤ成形エ
ゴムgq長歯硝T:(ﾀｲﾔ成形を陣。
ｺﾞﾉｰ鍾睡〒
ゴム塗布エ
他'二分剛されないゴム98晶塑措工
Fi料プラスチック処理エ
プラスチック成形エ
プラスチック切pHlolFZ四王



大分類 中分類 小分碩 細分麺

Ｈ 生産エ粗の駐衷 ５４

5７

１１

6０

扇６１

6２

図晶因活･加エ処理
の職業

(金田材料型遭邑全日前〒＿

令已竃接･溶断を除く）

四Ｌ酉角弓■ユーご‐哨品〒

１－－’
榊糎輔｡D･修理の職業

￣
－ｓ凹已■こ-首夕■￣弐一

【全国材料珂描三舎日ｍＴ－

金田飛接･沼斫）

都巫■興迫尾ニータ中抵〒

(金夙材料型進豊全目ＴＴ－

③■璽披･溶断を除く）

565

５６９

571

５７２

５７３

５７４

５７５

５７６

５７７

５７Ｂ

５８１

５８２

５８３

５８４

５８５

５８６

５８７

５８８

５９１

５９９Ｉ５Ｂｇｌ

６０１

602

603

604

605

扇611

612

621

622

623

プラスチックBU昼頃遁工

その他の国晶製造･加エ処理の砿案
【全日材料創造二.b回、了一

企図郵接･溶断を除く）

、貫樫齢担古元

正気逼揖櫓憾理且組立王

冠子応用檀穣駆且組立壬

民生田ｎ千.1,気樋桂里旦頬古Ｔ
半導体製品製造エ

証球･皿子笹組立エ
乾因池･茜i団地製造エ
軸垣皿槌劉茜王
西哩Ｔ
、子捌里錦晶担古丁

自助叩粗宜丁

輸送田樋坊里旦組立Ｔ(自助皿を除く）

計量趾剰抑袈観宜王

光学檀憾里pLJUU立王

レンズ砺璽工･fｍＴＴ
時計組立エ

電気樋極悪Ｉ4修理エ

自動車整備エ
唾援用棉糠冊、轄哨･修理エ

(自日力車を除く）

肝且叶剰檀嬰･光学檀械器具修理エ

￣
ｕ▲Ｅ￣可珂－７浬こ■△￣

合図fmT･溶接撞杢工

化学製品鐘杏王
室重田鳳袷杏工

食料品栓秀工

565-04

565-05

565-99

569-01

569-02

569-03

569-04

569つ5

569-06

569-07

569-08

569-09

569-10

569-11

569-12

569-13

569-99

571-01

571-02

571-O3

571-O4

571-O5

571-O6

571-O7

571-08

571-09

571-99

572-01

572-02

572-03

572-99

573-01

573-02

573-99

574-01

574-02

574-99

575-01

576-01

576-02

576-99

577-01

578-01

581-O1

582-O1

583-O1

5B3-O2

5B3-O3

583-99

584-01

504-02

585-01

585-02

585-03

585PO4

585-99

586-01

586-02

587-01

587毛9

588-01

５９１－０１

599-99

｢而可司了601-01

601-02

601-03

601-04

601-99

602-01

602-02

602-O3

602-O4

602-99

60G-O1

60MI⑩1

604-O2

6DI-O3

60zI-O4

60zI-99

605PO1

605-02

６０５－０３̄

611-01

612-01

612つ２

612-03

621つ１

622-01

6狸-99

６２３－０１

プラスチック接合･濯駈〒

プラスチック塗布工
他に分目】されないプラスチック風品田透王
革･莅輿晶興遭工
がばん･戦物理透工
白金属･宝石･甲･角頓ＴＴ
卒墾gq遁工
がん具製逓エ
竃、且製造工
筆配困典型造工
漆鴎エ
ほうき･ブラシ国造工
模型･椣措品興作エ
配合飼料製造エ
円弧エ
袈皿師
他に分類されない製品包箔ｏｎエ処理の職薬
(金田材料幻蜑-金田価工二金田翠接･調断を除く）

暉口h樋釦亡Ｔ
含口和王壊垪銀宜王
匹空因飽鱗担古王
蔽晦Ip銭頬宜工、
印刷･製本型粧姻寺元
半導体･液凸パネル輿浩鈷渭担ウ王
藁務用冷凍･冷蔵･空也ＩＲＩ卑担宜王
サービス用･娯寧壇hG担古壬
檀域郎易釦右丁
他に分IHIされない－級樋鹸理DuUU立王
鎚旺檀･配、勉担ウエ
硯HP鐘･制御盤･閣囲制御樫里担行〒
Ⅲ釘壊quD鈍晶粗方Ｔ
他に分類されない皿気ＩＤＩ城組立エ
無紐･有釦冠揖麹里銅行エ
テレピ･ラジオ組立エ
他に分類されない、釘摘侭hU鋳疑典組立王
Ⅲ子叶耳樫担女王
Ⅲ子複写樫担古Ｔ
他｢二分類されない融子応用槌盤里4m担吉Ｔ
民生田冠子･唾亘樫駿理具担立了
半導体チップ製造工
半導体組立エ
他に分類されない半導体製晶寧浩士
旺球｡、子管ムロウエ
乾冠池･蓄四鋤麺箔工
猿ご電蝿qQ浩王
申OgT
冠子回路用コンデンサ組立エ
プリント基晦蛆宙王
壷晶虫示部品観立玉
他Ｉ二分類されない団子檀畢郎尽担右正
目助平組立･ぎ装エ
自動車部品観立王
鉄迺車両趨官王
般盈ざ鎗工
益酉堪銅宜壬
自軽迎観方正

他に分類されない輸送困捜種嬰皿観ウ王fp型､を獣<）
皿気計測鰹頬古示
叶量器｡測定墨担古Ｔ
カメラfH方王

他'二分類されない光学横粧畢皿担立Ｔ
レンズ研磨エ。、エエ
時針頬ウエ
その他の極株頬古の唾丞
『海霧茜宅、

*ＥｍＴ埋坊傅理エ
産菜用樋械修理エ
生産蝿■県会I
他に分類されない－聖樋粧H田』ﾕ修理エ
唾笹堪捜修理工
田釘細復糎齢畢具修理エ
皿子応用lnlhG墨具修理エ
巨牛因矼子･矼豆壇憾理、修理工
他に分類されない冠気栂鍵鰹具修理エ
自動匝塾鍾工
鉄ｎｍ両修理エ
船舶修理ェ
益西樒輸礎工
自転車修理エ
他'二分類されない輪差国塘粧SfpL整倒･修理エ
(自助、を除く）

計量叶浬樫里修理工
光学8目捜里興修理工
時計修理エ

届面面罰ｺﾞー
bEjm王塗杢工
営団罰捜捜査工
陰破唖鈴存王【命矼､

ﾛｰ-丁毛■四Ｕ酉弔ニー

ガラス璽晶妙杢王
他'二分類されない寓牢国是撞杢工
食料品捗杏工



６３

1篝
i噸

フO1-O11

TO2-Oll

,702-O2
1702-9B
703-01

703-02

河‐ＩＩｌｌ

川
哩
四

７
７
７

知繩纐、遮邇懇一
１
１
１
２
２
２
２

７
７
７
７
７
７
７''１

’７１１

７１２

大分顕 中分類 小分類 網分類

Ｈ 生産玉垣の瞠璽 6２

６３

Ｕ’
6４

屯＝ｐＨ凸凹尾ニユーシキーー

(金民材料■益-企崖ｍＴ－

金田翠接･爾断を鯨．

､自蔵屡孟5両頭＝

Ｌ－－－－－－’

の聡案

624

625

626

627

628

6Z９

631

632

633

634

１ｍロ’
641

642

643

Ｍ４

６４９

飲料･たばこ検査エ
紡織･衣服･鱒笹gq吊輪蚕王

木製製品･パルプ･紙･紙塑易戟杢工

印刷･製本桧杢工
ゴム･プラスチック製品tb蚕工
その他の創品検査の唾＝
【金巨材料製益÷企は和正一

②■蜘接･調断を除く】》エ》一》》》一

塗装工

面エ.石板制作エ

典図工

パタンナー
その他の生座殴迺･生磨類似の職集

624-01

625つ１

625-02

626-01

626-02

627-01

６２８－０１

629-99

631-01

６３２－０１

６３３－０１

634-01

635-01

雨；
“1-02

641-03

“1-98

641-09

642-01

明2-02

643-01

643-02

6“-03

6“-01

649-01

649-02

649つ0

640-⑩’
＠■ｎ－ｎｎＬ

飲料･たば已撞蚕王

qd6笹田品種委工
衣服･纏鐘輿晶桧存工
木製襲呂蛤杢工
パルプ･級･紐･且晶竣究エ
印固･製本撞委王
ゴム･プラスチック製品桧杏工
その他の製品検査の職栞
(金田材料創迅.金目ｍエ.金田調接･溶断を鮭。

電貝担捜器具撞委工
自動車検査エ
輸送用坦按卑具検査エ(自動車を隙｡

床三重韓E～木Ｔ竺鞍示

令団油鏡工
強睦油益王
塗装工旦智
他に分類されない塗装エ
面エ

羽根制作エ
範笹包画王
郷齢包回王
肛気．、子製図工
パタンナー

写真エ
写園エ
現園エ
映写技師
型■０－■Ｌ■元士４，サヂロ、"卜強巳月■五．ルト…虫有ｎＵｎＴ■■け

輸送･樋盤釦＄
の墜藁

6５

￣
6６

６７

二

６８

６９

罐詞誼匠｡､唾＝

1－-１
自助皿迎転の屋栗

船舶･硫酉組面転の取梨

￣

その他の輸送の睦粟

定匠･極鯉壇妊訂正
、爵垣

651

659

￣
661

662

663

８６９

氾
氾
洞

１７６
６
６
６

￣

６８１

６８２

６８３

６８４

６８９

１９６

２
３
４
５

６
９
９
９
９

９

６
６
６
６

６

７
９
９
９

６
６

NEm5迺笙士

その他の鉄冠釦UEの職＝

Ｉ’
パス運転手

梁用自動車通転手

貨物自助血運転手

般岳r幾塒壁を酸。

Ht揮十･運蛤＋〔;０１労賄を除く)､水先人
船舶h，皿長･梱凹＋ｲ犯労９９を酷く）
鹸酉lHD姐蛇＋

耶軍

駅構内係
甲板員.船舘坦､u且

フォークリフト運転作粟員
他に分類されない輸送の砲案

ボイラーオペレーター
クレーン･戦_L媛誼醍王

ポンプ･送凰樋･圧璽堪迺堕工
ｎ通掴捜迺醒工

玉掛作案員
ビル段衝管理貝
その他の定置･陣鰻壇種迺転の唾璽

651-01

659-01

659-991659-991
661-01

661-02

661-O3

662-O1

662-O2

662-O3

663-O1

663-O2

663-O3

663-04

663-O5

663-O6

663-07

663-09

669-99

671-01

671-02

671－99

672-01

673-01

674-01

rmT可１、『
つ
つ
⑩
む
つ
幻
も

Ⅱ
０
８
２
回
）
勺
・
・
４
口
ご
ロ
）

ロ
ロ
》
（
回
、
河
（
Ｕ
側
）
（
Ｕ
ｎ
Ｄ

Ｕ
（
□
（
□
（
Ｕ
《
、
（
、
（
⑪
（
、

691-01

691-02

691-O3

692-O1

693-Oi

693-O2

694-O1

695-01

695-02

695-03

695-99

696-01

697-01

699-01

699-02

、車珂医士

牲講組曲＋

偶画穴貢諒房一
賃切バス運転手
送迎バス運転手
自凉用染用目、車運転手
堂重田巫田自動車運転手
自家用染用自助、運転代行人
ﾄﾗｯｸ運転手
トレーラーﾄﾗｯｸ運転手
コンクリートミキサー車運転手
ダンプカー運転手
タンクローリー運転手

ごみ収集車運転手
自助叩瞳塞旦
他に分類されない貨物自動車運転手

貨宅盟盟長

作案岨瞬長
他に分類されない船盈細労りQ壷除く）
航海士･西鹸＋(狙塒蛆空除く).木先人
船抽知囲長･樫凹＋f弘労鉛を除く）
8A酉凹日狸錘十

薩詞孟置~=￣ニヨ
バスガイド
駅H1内係
甲板貝
船獅知四日
フォークリフト運転作集員
小事船６９，唾者
他に分麺されないその他⑪鞍送の唾竺

変電･配電貝
自家用電気係貝
ボイラーオペレーター
クレーン運転エ
巻上担･コンペァ逗転エ
ポンプ･螢且甑･仔鐘樫迺唾工
碗堅田把械車両運転エ
鍾埜垣鍵五銭王
さく弁･ボーリング樋鐘誼銭工
他'二分皿されない建竣垣種五匹王
玉掛作集員
ピル設倒管理貝
玲蓮埴迺転工
ケーブルＥｕ囲誼圧王

』 匹殴･採遡
の唾璽

7０

７１

沌鱒喝体エ事の職某

磁魁の喧典
(掠咀坦休エ事do賦裳を除く）

７０１

７０２

7四

７１１

７１２

型枠大エ

と江工

鉄注王

大エ

ブロック積エ､タイル頚工

7O1-O1

7O2-O1

702-O2

702-9B

703つ1

703-02

711-01

711-98

711-99

712-01

712-02

712-03

712-04

型枠大エ

衝醸とびエ
取りこわし作東貝
とび工旦理

土木鉄筋エ
砿醸舛館〒

I亘悠大工
大工圓習
他に分類されない大エ
ブロック碗エ
れんが積エ、
タイル麺工
右輻工



1--7Ｊ「
，７４２

１７４３

１７４９

一
羽
一

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
－
－
－
－
－
－
－

大分類 中分類 小分菌 細分類

』
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(別添１１）

シニアワークプログラム委託費対象経費

委託事業で措置する経費は、以下のものが想定できる。

なお、以下に記載のない経費であっても仕様書の範囲において、本事業の目

標達成のために必要と判断できる経費については計上して差し支えないが、認

められない可能性もあるので留意すること。

可●

経費 算定基準

１管理費

（１）人件費

．以下の基準に留意するとともに、委託費全体に占

める管理費の割合を３割以内とすること。

人件費は、次のア及びイに掲げるものとし、委託

費の総額の２割を上限とする。￣

ア賃金･謝金及び諸手当（退職給付引当金を除く）

管理責任者、シニアワークプログラム事業推進

員及びシニアワークプログラム事業推進補助員.の＿

配置に係る経費

※・管理責任者とシニアワークプログラム事業推

進員の兼務は可能とする。

イ諸税及び負担金

社会保険料及び労働保険料事業主負担分（法定

額）

(ｱ）健康保険料料率０．０５

(ｲ）介護保険料

(ｳ）厚生年金保険料

料率０．００８６

２７年９月まで６月分料率0.08737

２７年１０月から６月分料率0.08914．

(ｴ）厚生年金基金保険料

(ｵ）児童手当拠出金料率
。n
ロー

●

0.0015

(力）雇用保険料料率０．００８５

(ｷ）労災保険料料率０．００３

(ｸ）．石綿救済法に基づく

一般拠出全料率0.00002



し

（２）管理諸費

２事業費

ア消耗品費

事務用諸用紙等の購入経費として、事務量に

応じて算定する。

イ通信運搬費

(ｱ）電話料業務量に応じて算定する。

(ｲ）ＦＡＸ料業務量に応じて算定する。

(ｳ）郵便料業務量に応じて算定する。

ウ光熱水料

使用見込みを算定する。

エ借料及び損料

(ｱ）複写機業務量に応じて台数を設置して

■ 算定する。

(ｲ）ＦＡＸ業務量に応じて台数を設置して

算定する。

(ｳ）電話機業務量に応じて台数を設置して

算定する。

(ｴ）事務用品業務量に応じて台数を設置し

て算定する。

オ土地建物借料

(ｱ）事務所借料必要に応じて算定する。

(ｲ）共益費必要に応じて算定する６

ア雇用機会確保・就職支援員の配置に係る経費

、キャリア・コンサルタント等の専門的な相談等

の業務が可能な者を配置すること。

※配置人数については、講習開始者数４５０人

あたり１人/年度の配置を想定しているが、雇

用形態による就職を促進するため、必要に応

じ、これを上回る配置をすることも可能である

こと。講習定員が４５０人に満たない場合は、必

要な時期のみ配置することも可能であること。

※従事時間が１日に満たない場合は、適正な

時間単価を設定すること。

※時間外手当が生じる場合は、日給を超えて

委託費の対象として差し支えないが、日給を基

に適正な単価を設定すること。



イ社会保険料及び労働保険料事業主負担分（法
定額）

※「１管理費（１）イ諸税及び負担金」に

規定する社会保険料及び労働保険料事業主負
担分と同様

ウ通勤手当

実費相当分の支払いとする。

地域ＳＰ事業受託者の規程に基づくこととす
るが、実費相当額を超えないこと。

●

エ連絡旅費

（ｱ）職業安定機関との連絡調整費．

（ｲ）中央指導事業受託者が開催する指導会議
への出席旅費

●

オ事業主団体等に対する高年齢者活用の啓発

け）啓発活動旅費

Ⅱ）啓発用リーフレット作成・発送費

（ｳ）高年齢者活用のための講習会開催費
・会場借料

・講習会資料

.会議費

力企業・高年齢者のニーズ把握及び求人・求職
者に対する地域ＳＰ事業の周知・広報

け）企業・高年齢者のニーズ把握のためのアン

ケート調査費

Ⅱ）地域ｓＰ事業（技能講習案内等）リーフレ
ット作成費

（ｳ）技能講習広告費

に）求人票作成費

は）求人情報誌作成費

（力）その他雇用・就業情報資料作成費

キ導入支援の実施

（ｱ）受講申込書作成費



６

、

(ｲ）安全対策リーフレット作成費

(ｳＩその他必要な資料の作成費

ク技能講習事業

(ｱ）事前検討会開催費

･会議費

･会議資料等印刷・購入費

･協力事業主団体に対する謝金及び旅費

(ｲ）受講説明会開催費

･職員、委員等旅費

･会場借料

･説明会資料印刷、購入費

(ｳ）講習実施費

･講師謝金

･講師旅費

･職員.-委員等旅費

･会場借料

･会場キャンセル料金（※仕様書等で示さ

れた業務を実施している範囲において、

、講習計画の見直し等により、地域ＳＰ事

業受託者に明確な過失なく発生した会場

キャンセル料については支出可能）

･教材作成・購入費

･実技器具借料

･傷害保険料（※安全衛生として傷害保険

が必要な場合のみ）

･職場体験実施協力金（職場体験を実施し

た場合の、職場体験受入事業所に対する講

師謝金、材料費゛実技器具借料等）

※講習期間中に欠席した場合等の補講に係

る経費は対象経費とはならないので留意す

ること。（仕様書1114（４）⑥参照)。

(ｴ）受講者アンケートの実施経費

・アンケートの印刷費

ケ技能講習受講者に対する就職支援

(ｱ）ハローワークが開催する管理選考の協力

」こ必要な経費



・求人開拓旅費

・資料作成・印刷費

・職員・委員等旅費

・会場借料

・協力事業主団体に対する謝金及び旅費

Ⅲフォローアップに必要な経費

.通信運搬費

・印刷費

・キャリア・コンサルタント等による専門

的な相談等の謝金

（消費税の課税事業者の場合）

管理費及び事業費について、消費税抜きの額を計

上したうえで、管理費と事業費の合計に８％を乗じ

た額を計上すること。ただし、小数点以下の端数に

ついては、切り捨てること。

ひ

（消費税の非課税事業者の場合）

管理費及び事業費について、消費税込みの金額を

計上すること。

、

①

３消費税



(様式1）

技能講習設定地域･分野一覧表

技能講習設定市区町村：

技能講習定員：

●●市区町村

●●人

(記城方法）

１別添4｢技能講習設定地域･分野一覧表｣に基づき作成すること。

２④については､市区町村ごと､分野ごとに定員を記戦すること。
３馴添4において｢その他｣の分野がある場合は､具体的な分野を配載すること。

①

．ハローワーク名

②

55歳以上の管内求
職者数
(平成25年度新規
求職者数）

③

露習設定地域

④

講習分野`定員

計

ハローワーク００

●

００市

。。市

△△町

□□村

ハローワーケ００

●

ＣＯ市

○○市

△△町

□□村

ハローワーク。。

ＣＯ市

ＣＯ市

△△町

□□村

ハローワークＣＯ
●

ＣＯ市

ＣＯ市

△△町

ロロ村

●

合計



(様式２）

平成２７年度技能講習計画一覧表

■■■■Ⅱ■■■■I■■■■＿
■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■テー￣
■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■n口■■■
■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■「－
■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■Ⅱ■■■■
■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■＿
■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■テー￣
■■■■■■■■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■■■■■￣■■■■￣■
■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■｢￣￣￣＿
■■u■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■､■■■~
■■､■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■u■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－￣
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■
■■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■￣■■■■U■■■■＿
■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■￣■－－
■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■￣Ⅱ■■■■￣
■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■Ⅱ■■■■＿
■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■￣■■■■■＝
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■一三
■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■＿

瀬２仕樵書の別添４「技能購習設定地域・分野一覧表」のハローワーク名を配城すること。

※３技能庸習を翼施する市区町村名を記賊すること、

技能HU圏回数合計回・

技能購留餌習時間数合計時間

全技能篇習受爾定且合計人

無１１願百百弓（埋西ノＪ１王、＝囲騨HTuJ劃b百二、ェZ巾I江何J週肘県1国F青、Ｉ､3桁壱一浬蚕骨とする。

欝習番号
(連番）
(※１）

購習名
ハローワーク名

(※２）
翼施市区町村

(※３） 分野
実施期間

(開始日・修了日） 餌習日数 購習時間数 受購定員数
－購習当たりに要する
費用（単位8千円） '協力事業主団体名

職珊体験
実施の有
無



ロケ

(嫌式３）

技能講習企画票（個票）
｡

鱗習番号（連番）

餌習名：

購師として想定している者の屈性、資格、遡定にあたってのアピールポイントを妃戦すること．具体的な氏名までは妃戟不要である二と．

鷹習殴定までにどのような業種、職種、内容の求人を確保する予定であるか肥触すること０（仕様書Ⅲ４（５）参照．）
例えば、マンション管理の購習であれば．『マンションや商業ピルの管理人」、介窟関係の鱒習であれば、『介膜施設の介屡補助貝」など、具体的に妃Ｈ２すること．

１
２

蕊
蕊

分野 開催回數 背景・狙い 餌習効果等
カリキュラムの内容、時間数
(職場体験を実施する場合はその

内容も館戯すること）
購師（蕊1）

購習股定までに確保する
具体的求人分野（獺2）

事業主団体の要望.
協力内容等

その他考慮した点

●



(様式４）

管理選考一覧表（受託者が希望する時期等）

。■■・・■■■。
。■。

し
※１仕様書の別添４ｒ技能鱗習股定地域．分野一覧表」のハローワーク名を配戯すること。
※２管理選考の実施を希望する市区町村名を記載すること

※３技能購習との関連性や技能購習修了者と車業者とのマッチングについて特に考慮した点等を記戯すること。

管理選考名
ハローワーク名

(※１）
実施希望市区町村

(※２）
実施希望
回数

実施希望
時期

受託者が行う求人開拓の方法
対応する
講習番号

その他（※３）

●



様式５

シニアワークプログラム地域事業積算内訳
卍旦仕ヱョニ乞

委託事菜対象経撞 委託愛の額 備考

Ｉ管理費

１人件鉦
(1)給与

｜（注）必ず円単位で
シニアワークプログラム事藥推進且

(2)通勤饗

２管理賭賛

月０００.０００円×１２ヶ月＝０，０００，０００円

(1)消耗品賛用紙､筆飽用具等事務用品代
月００．０○○円×１２ケ月＝０００，０００円

(2)光熱水受月００，０００円ｘ１２ケ月＝０００，０００円

Ⅱ事業費

１周知･広報
(1)パンフ･チラシ等

関係樋関､団体及び率菜主専用
００円ｘ７，０００部＝Ｏ００，０００円

(2)新聞広告
００，０００円ｘ２４回＝○,０００.○００円

２技能E目習

(1)雇用機会確保･就職支援貝(キャリア･コンサルタント)謝金
日１３，Coo円ｘ１２日ｘ9ケ月Ｘｅ地域＝０，０００．０００円

(2)屈用樋会確保･戟職古狸且鯉全
日ａＢｇｏ円ｘ１２日ｘ９ケ月ｘｌａ地域＝０，０００．０００円

(2)諏愼釦機密
通話料､郵送料等月００，０００円×１２ケ月＝０００．０００円

Ⅲ消費税

管理畳００,０００，０００円
事業費○○,０００．００･円
計００，００○.０００円(A）
ＡｘＯ・ＯＢ＝Ｏ`０００,○Ｏ○円

乍成すること

Ｏ０．０００，０００円

○○.０００，０００円

０，０００.０００円

合叶 ００，ＯｏＯｐＯＯＯ円



(参考)地域sP事業受託者が作成する報告一覧

報告 報告･引き継ぎ期限(詳細は参考2参照） 提出先 様式

１ 技能講習計画一覧表 平成27年４月１０日
Ｓ 実態調査事業受託者 様式２

２

３

４

６

技能講習実施状況(月別）

雇用･就業
状況

各講習修了後から平成28年３月ま
で(報告期限まで可能な限り)随時
把握した雇用･就業者数

講習修了後３ケ月経過時点(平成２
７年１２月から平成２８年３月までの
間に講習を修了した場合は報告期
限まで可能な限り。）の雇用･就業
者数

受講申込・
導入支援.
フオローアッ

プ状況

導入支援･フオローアップ実施件数

受講者ごとの受講申込･導入支援。
フオローアップ状況

翌月１０日
ただし､平成28年S月分の報告については､平成２
８年３月１５日

７年３月１０日

七

は簿平成２

ただし､平成２７年１１月から平成27年３月までに修
了した講習修了者の講習修了後3か月経過時点の
雇用･就業状況については､いずれも平成28年3月
１５日までに報告すること。

翌月１０且

ただし､平成28年３月分の報告については､平成２
8年３月１５日

平成28年３月１０日５

労働局及び実態調査
事業受託者

労働局

実態調査事
業受託者が
作成し通知

別添６

７ 受講者ﾘスト 平成28年３月１５日 労働局 別添1０

８
シニアワークプログラム検討推進委員会への報
告 労働局の定める日 労働局 任意様式



別添

シニアワークプログラム事業実施要領

Ｉ事業の趣旨

１背景

少子高齢化の進展、高年齢者を取り巻く厳しい雇用失業情勢、高年齢者の雇用ニ

ーズの多様化等の社会環境の中で、日本経済の活力を維持していくためには、でき

るだけ多くの高年齢者が長年培った知識・経験を生かし、その意欲と能力に応じ、

労働等を通じて社会を支える側に回ることが重要であり、高年齢者が健康で、意欲

と能力がある限り年齢にかかわりなく働き続けることができる社会(生涯現役社会）

を実現する必要がある。

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律で定める５５歳以上の高年齢者の雇用失

業情勢は、新規求職者数、完全失業率等、近年は回復傾向にあるものの、依然厳し

い状況にある。また、６５歳以上の新規求職者数は近年増加傾向にあり、「生涯現

役社会」を実現するためにも、高年齢者の再就職支援の必要性が強く求められてい

るところである。

２目的

公共職業安定所（以下「ハローワーク」という。）、事業主団体、本事業の受託

者が協力し、５５歳以上の就職を希望する高年齢者を対象に、主に短時間雇用を前
提とした技能講習設定、雇用機会確保・就職支援員の配置等、雇用に繋げる一貫し
た就職支援を行うことにより、高年齢求職者の雇用の実現に資することを目的とす
る。

Ⅱ本事業の概要（本事業に係る支援対象者、構成及び主な関係者と役割）

１本事業の支援対象者

ハローワークに求職登録した５５歳以上の高年齢求職者（以下「高年齢求職者」
という。）とする。

２本事業の構成

シニアワークプログラム地域事業（以下「地域ＳＰ事業」という。）及びシニア
ワークプログラム実態調査事業（以下「実態調査事業」という。）により構成する。

３本事業実施に係る主な関係者と役割

（１）厚生労働省本省

本事業全体の調整を行う。

併せて、実態調査事業の委託者として、実態調査事業の調整を行う。
また､実態調査事業の結果に基づき、都道府県労働局（以下｢労働局」という。）

に対し、地域ＳＰ事業運営に係る是正・見直し等について地域ＳＰ事業を労働局
から受託した者に対し指導するよう指示を行う。

１



（２）都道府県労働局

地域ＳＰ事業の委託者として、受託者から実績報告を受け、実績があがってい

ない講習の原因特定や、未就職者に係る就職支援内容等を議論するシニアワーク

プログラム検討推進委員会を行い、労働局管轄地域内における、地域ＳＰ事業全

体の調整を行う。

また、委託者として通常の指導を行うほか、実態事業受託者からの情報を元に

厚生労働省本省（以下「本省」という。）から地域ＳＰ事業運営に係る是正・見

直し等の指示を受けた際に、地域ＳＰ事業受託者に対する指導を行う。

（３）ハローワーク

地域ｓＰ事業の受託者等と連携し、次の①及び②を行う。

①地域ＳＰ事業で設定される技能講習の受講が必要と思われる高年齢求職者に

対する講習受講への誘導。

②技能講習修了者を対象とした、講習ごとの管理選考（求職者・求人者間の面

接の機会を提供し、職業紹介を行うもの。以下同じ。）をはじめとする職業相

談・職業紹介の実施。（なお、複数の講習の合同管理選考については、就職の

実現に効果的・効率的である場合に実施可能とする。）

（４）地域ＳＰ事業の受託者

地域ＳＰ事業を労働局から委託された者(以下｢地域ＳＰ事業受託者｣という。）

は､労働局､ハローワーク及び実態調査事業の受託者と連携し、地域ＳＰ事業（下

記Ⅲの１参照）を実施。

（５）実態調査事業の受託者

実態調査事業を本省から委託された者（以下「実態調査事業受託者」という。）

は、本省、労働局及び地域ＳＰ事業受託者と連携し、地域ＳＰ事業の効率的・効

果的執行のための調査を行う実態調査事業（下記Ⅳ参照）を実施。

Ⅲ地域ＳＰ事業

１地域ＳＰ事業受託者の業務

地域ＳＰ事業受託者は､別に定める「シニアワークプログラム地域事業委託要綱」

に基づき、以下の事項を実施する。

なお、費用は全て地域ＳＰ事業受託者支弁とし、高年齢求職者から技能講習の受

講料及び受講に係る経費は徴しないこと。

（１）高年齢者活用啓発の実施

事業主団体、団体傘下の事業主等に対して高年齢者雇用の有効性に関する啓発

・広報活動を実施し、高年齢者活用の機運を高めるとともに、管理選考への参加

を勧奨すること。

（２）企業・高年齢者雇用ニーズの把握及び求人・求職者に対する本事業の周知・広

報の実施

高年齢者の雇用に資する求人・求職情報等を収集・分析するとともに、求人・

求職者に対して地域ＳＰ事業の周知・広報を実施すること。

（３）導入支援の実施

２



技能講習受講希望者に対して、適切かつ効果的な就職支援に資するため、受講

申込時に緊要度や対象者の就労ニーズ等を把握することを通じ、以下のとおり、

相談や助言等の導入支援を実施する。

①技能講習受講希望者に対する相談を実施し、緊要度や就労ニーズ等を把握す
る。その際、適性検査やキャリア・コンサルティングといった方法も活用する。

②定員の関係等により技能講習受講に至らなかった場合は、別の技能講習を案

内する等、必要な支援を継続する。

③技能講習受講以外の就職支援が必要と思われる者については、ハローワーク

にその旨を伝え、対応を検討する。

（４）技能講習の実施

高年齢求職者を対象に、以下に留意し技能講習を設定する。

①当該地域の求人者及び高年齢求職者のニーズを踏まえた、就職に資するため
の技能講習を座学・実習等により行うこと。

②ハローワークが具体的な求人を受理することが可能な分野・内容の技能講習
を設定すること。

③開講時期については、期間中、求人の状況等を踏まえ雇用による就職が見込
める時期に留意し、年間を通じて講習受講希望者に対する受講案内が出来るよ
う、講習が全く実施されない期間がないように努めること。

④就職可能性を高めるため､地域の事業主団体等を活用した職場体験について、
技能講習と一体的に行うことも可能とする。

⑤技能識習の実施にあたっては、定員充足状況等に応じ適切な対応がとれるよ
う、予め技能講習開催基準を作成すること。

（５）技能講習受講者に係る就職支援

①技能講習受講中及び修了後に就職が可能な求人を、技能講習設定前に地域Ｓ
Ｐ事業受託者が次により開拓し、技能講習受講者へ提供。
ａハローワークの既存求人のうち、講習受講者が就職可能なものを地域ＳＰ

事業受託者が分析し、当該求人事業主に対し技能講習受講者の採用可能性に
ついて働きかけを行う（職業紹介はハローワークが実施）。

ｂ設定する技能講習に関連する求人を地域ＳＰ事業受託者が開拓しハローワ
ークに情報提供（ハローワークが求人受理）。

②ハローワークが実施する管理選考への協力
ａ地域ＳＰ事業受託者は､上記①等の活動を通じ、管理選考への参加を事業主
に働きかける。

ｂ設定した技能講習ごとの管理選考開催に向け、開始者数、修了見込者数、受
講者名簿､修了見込者用に準備した求人情報等を労働局及び管理選考を実施す
るハローワークヘ随時報告する。

なお、労働局経由にて上記事項をハローワークヘ報告することも可能とす
る。

ｃ地域ＳＰ事業受託者は､管理選考参加事業主の求人情報を事前に技能識習受
講者へ手交する等、管理選考への参加を働きかける。

３



ｄ技能講習修了後において、技能講習の効果、実施内容、受託者の講習につい

ての満足度を把握し、今後の就職活動の方針等の参考とするために、受託者に

おいて、受講者アンケートを作成・実施・集計・分析し、以降の講習設定の方

法を検討する。

ｅ技能講習最終日に管理選考を実施する等､技能講習カリキュラムの工夫と日

程等についてハローワークとの調整。

③技能講習修了者について、就職が確認できるまで、次の就職支援を続ける（以

下「フォローアップ」という。）。

ａ上記①等による求人情報の提供

ｂキャリア・コンサルタント等による就職支援

ｃ雇用状況の把握

（６）事業実施に必要な体制の整備

地域ＳＰ事業受託者は、地域の高年齢者の雇用動向等に係る専門的な知識を有

する次に掲げる者を配置し、１（１）～（５）の業務を担当する。

なお、下記①と②の兼務を可能とする。

①管理責任者

ａ地域ＳＰ事業の管理・運営に係る責任者として、地域ＳＰ事業全体に係る

労働局、ハローワーク等、関係機関との調整業務

ｂ次の②から④に掲げる者が行う業務の総括的管理

②シニアワークプログラム事業推進員の配置

ａ高年齢者活用啓発の実施

ｂ企業･高年齢者雇用ニーズの把握及び求人･求職者に対する本事業の周知・

広報

ｃ技能講習事業の企画

ｄ講習修了後の受講者アンケートの集計・分析

ｅその他、地域ＳＰ事業の実施に必要な業務

③シニアワークプログラム事業推進補助員

シニアワークプログラム事業推進員を補助する業務を行うほか、以下の業

務を行う。

ａ導入支援の実施

ｂフォローアップの実施

ｃ技能講習事業（職場体験も含む。）の実施

ｄ講習修了後の受講者アンケートの作成・実施

ｅ管理選考への協力

ｆその他、地域ＳＰ事業の実施に必要な業務

④雇用機会確保・就職支援員の配置

ａ主に受識者の求職ニーズにあった就職支援、求人開拓等を行う（上記１

（５）①、③参照。）

ｂその他、地域ＳＰ事業の実施に必要な業務。

４



（７）実態調査事業の受託者に対する協力

実態調査事業受託者が行う地域ＳＰ事業の実態調査、事例集の作成及び調査結

果のフィードバック、地域ＳＰ事業受託者間で情報共有するための連絡会議の開

催業務に協力すること。

（８）実紋報告等

①労働局及び実態調査事業受託者に対し、技能講習の実績（受講者の就職支援

を含む。）について、毎月報告。

②労働局が開催するシニアワークプログラム検討推進委員会（下記３（２）参

照）に参加し、技能講習ごとの実績等、以下についてを報告。また、当該委員

会における指摘への迅速な対応。

ａ定員充足、開始・修了者数、雇用者数

ｂ就職者について、「常用（常用のうち、パート）」「臨時（臨時のうち、

ソ<－卜）」「日雇」「就業」「自営（起業）」のBＩＩ

ｃ技能講習修了後の未就職者に係る就職支援状況

．就職実績の低調な技能講習についての分析結果

③上記のほか、労働局及び実態調査事業受託者の求めがあった場合の報告。
（９）事業実施にあたって達成すべき事項

①技能講習開始者数

別途通知する人数以上とすること。

②就職率

４８．０％以上とすること。

Ｏ）地域ＳＰ事業関係資料の保存(１０）地域ＳＰ事業関係資料の保存

地域ＳＰ事業の準備に際し用いた資料等は、委託事業関連書類として、当該年
度の地域ＳＰ事業修了後、５年間保存すること。

(１１）その他地域ＳＰ事業実施に必要な労働局が示す事項

２ハローワークが実施する業務

（１）地域ＳＰ事業受託者との連携

①管内で実施される技能講習について、情報共有

②高年齢求職者への技能講習情報の提供、技能講習が必要な者は地域ＳＰ事業
受託者への誘導

③地域ＳＰ事業受託者へハローワーク求人情報（今後、採用見込みのある企業
があれば、当該企業の求人を主とした求人情報が望ましい）の提供（雇用機会
確保・就職支援員との連携）

④地域ＳＰ事業受託者が開拓した求人の受理
⑤技能講習修了者に係る講習ごとの管理選考をはじめとした職業相談・職業紹
介の実施。（なお、複数の講習の合同管理選考については、就職の実現に効果
的・効率的である場合に実施可能とする。）

⑥その他、ハローワークの連携を必要とする事項
（２）労働局が主催するシニアワークプログラム検討推進委員会（下記３（２）参照）
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への参加。

労働局が指名するハローワークが参加。

労働局が実施する業務

（１）事業主及び高齢求職者の意向を踏まえた講習地域・分野等を設定。

講習地域・分野等を設定する際は、事業主団体等の意向を踏まえるほか、充足

率及び就職率を高めるためのハローワークの意見を十分に取り込むよう配慮する

こと。

（２）シニアワークプログラム検討推進委員会の開催

①設置

都道府県労働局長は、本事業を円滑に実施するため、高年齢者就労促進連絡

会議の下にシニアワークプログラム検討推進委員会（以下「検討委員会」とい

う。）を設置する。

②構成員

検討委員会は、原則として、労働局、ハローワーク（労働局が指名する所）、

事業受託者で構成し、必要に応じて事業主団体等からの出席も可能とする。

③議事内容

ａ地域ＳＰ事業受託者から、講習ごとの実績、就職支援状況等の報告。

・就職実績があがっていない講習があるとすれば、その原因特定。

・未就職者に係る、今後の具体的支援内容。

・事業主の意向に沿った技能講習内容となっているか確認。

ｂハローワークから、地域ＳＰ事業への関与状況について確認。

ｃ上記のほか、必要な議事。

④開催時期・回数

ａ半年に１回、年２回開催。

ｂ第１回は、地域ＳＰ事業委託契約締結後、すみやかに開催。

ｃ検討委員会の開催は年２回とするが、必要に応じ地域ＳＰ事業受託者と連
携をとること。

（３）地域ＳＰ事業の運営に係る事項

①労働局は検討委員会での議論を踏まえ､ハローワーク及び地域SP事業受託者

に対し、課題等に係る必要な判断・指示を行い、地域ＳＰ事業の適切な運営に
努める。

ａ管内地域における高年齢求職者、求人事業主の意向を踏まえた、識習内容・

定員・時期等が適切に実施されているか。

・講習を希望する高年齢求職者の地域別の推計。

．就職が期待できる分野での講習が設定されているか。

ｂ委託期間内における、労働環境の変化等に対応できているか。

②労働局は委託者として通常の指導を行うほか、実態調査事業受託者からの情
報を元に本省から地域ＳＰ事業に係る是正・見直し等を指示された場合は、地

域ＳＰ事業受託者と連携し、速やかに当該事項の改善を図ること。

３



また、是正・見直し状況について、本省からの求めに応じ、速やかに報告を
行うこと。

（４）地域ＳＰ事業関係資料の保存

事業主や高年齢求職者からの意向把握（上記（１）参照）、検討推進委員会議
事概要等､地域ＳＰ事業の準備に際し用いた資料等は、委託事業関連書類として、

当該年度の地域ＳＰ事業終了後、５年間保存すること。

（５）本省への報告等

①労働局は、委託契約書の写し等、本省（職業安定局雇用開発部高齢者雇用対
策謀）へ提出することとするが、詳細は本省より別途通知すること。

②委託費の額の確定に際しては、帳簿・証拠書類等の突合、確認または支払い
状況等確認をし､確定の時期についても定められた期間内に速やかに行うこと。

③上記のほか、本省の求めがあった場合の報告。

Ⅳ実態調査事業

実態調査事業受託者は、地域ＳＰ事業を適切かつ効果的に実施するため、別に定め

る「シニアワークプログラム実態調査事業委託要綱」に基づき以下の事項を実施する。

（１）地域ＳＰ事業の実施状況等に関する調査・分析

地域ＳＰ事業を効率的かつ効果的に実施するため、地域ＳＰ事業の実施状況等

に関する調査・分析を行う。

（２）地域ＳＰ事業に係る事例等の収集・提供、事例集の作成

調査結果を元に地域ＳＰ事業の効果的な実施に資する好事例や改善すべき事項

のある事例等を収集し、地域ＳＰ事業受託者に対し随時情報提供を行う。また、

事例の収集結果を事例集として取りまとめた資料を作成し、事業運営にあたり当

該事例を活用し、事業成果の向上を図る゜

（３）連絡会議の開催

地域ＳＰ事業受託者の担当者に対する実態調査結果のフィードバック、地域Ｓ

Ｐ事業受託者間の情報共有を図ることを目的とした連絡会議を開催する。

Ｖその他

１この要領は、平成２７年４月１日から施行する。

２この要領に定めるもののほか、事業に関し必要な事項は、別途定める。

７


